
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
海 道 道 道 道 山 土
岸 路 路 路 路 村 地

平 保 の の の の 振 収
成 全 区 供 区 区 興 用
十 区 域 用 域 域 法 法
四 域 の の の の に に
年 指 変 開 変 決 よ よ
三 定 更 始 更 定 る る

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 漁 特 平 土 道 道 土
事 船 定 成 地 営 営 地
権 保 第 十 改 土 土 改
限 険 三 四 良 地 地 良
に 付 号 年 事 改 改 区
係 保 漁 度 業 良 良 の
る 義 業 北 の 事 事 役
保 務 者 海 施 業 業 員

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇
国 土 北 等 平 北 等
土 地 海 の 成 海 の
調 改 道 決 十 道 決
査 良 補 定 三 補 定
の 法 助 年 助（ （
成 に 金 農 度 金 保
果 よ 等 政 に 等 健
の る 交 部 お 交 福

第

〇 〇 〇 〇
平 一 特 特
成 般 定 定
十 競 調 調
三 争 達 達
年 入 契 契 告
度 札 約 約
に の （ （
お 実 広 広

号

毎
週
火
・
金
曜

月 の 及 市 事（ （
十 一 び 二 二 町 業
五 部 供 件 件 村 の
日 改 用 ） ） 道 認

正 の の 定
開 代
始 行

工
金 事

の
曜 完

了
日

安 の に 道 行 変 計 の
林 発 係 立 の 更 画 退
の 生 る 大 協 計 の 任
指 の 共 学 議 画 決 の
定 た 済 校 の の 定 届
の め 契 の 適 決 出
解 の 約 農 否 定
除 同 の 業 の
の 意 締 機 決
予 の 結 械 定
定 認 に 研
定 つ 修
い の

認 道 付 所 い 付 祉
証 営 規 管 て 規 部
換 則 分 補 則 所
地 に 助 に 管
計 定 そ 金 定 分
画 め の 等 め
の る 七 を る そ
決 申 ） 交 申 の
定 請 付 請 七
書 す 書 ）
等 る 等
の 事 の
様 務 様

い 施 報 報 示 目
て 誌 誌
補 の の
助 運 運
金 送 送
等 及 及
を び び
交 配 配
付 布 布
す 業 業
る 務 務
事 ） ） 次
務 に に

日
発
行

（
建（ （ （ （ （ （

砂 道 道 道 道 道 設
防 路 路 路 路 路 部
災 整 整 整 整 計 総
害 備 備 備 備 画 務
課 課 課 課 課 課 課

て 実
の 施
同
意
の
確
認 （ （ （ （

土 土 土 土
地 地 地 地（ （ （

水 水 農 改 改 改 改
産 産 業 良 良 良 良（

治 経 経 改 指 指 指 指
山 営 営 良 導 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

式 又 式
の は の
一 事 一
部 業 部
改 、 改
正 補 正（ （

助 保 保
対 健 健
象 福 福（ （

農 農 経 祉 祉
地 地 費 部 部（ （
調 調 農 農 、 総 総
整 整 政 政 補 務 務
課 課 課 課 助 課 課

又 係 係
は る る
事 入 資
業 札 格
、 の に
補 公 関
助 す
対 る
象 公（ （ （
経 生 広 広 示
費 活 報 報
、 振 広 広
補 興 聴 聴 発行
助 課 課 課

告

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
六 六 六 六 六 六 六
六 六 五 三 三 三 二

〇 〇 〇 〇
程 北 ま ま 一
の 海 ぐ ぐ 般
一 道 ろ ろ 競
部 情 流 釣 争
を 報 日 し り 日 入
改 公 本 網 漁 本 札

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
六 六 六 五 五 五 五 五
二 二 二 七 六 六 六 六

〇 〇 〇 〇 〇 〇
一 選 政 特 一 一
般 挙 治 定 般 般
競 人 団 調 競 競
争 名 体 達 争 争
入 道 簿 の 道 契 道 入 入
札 警 に 収 選 約 教 札 札

） ） ） ） 率 ） ）

一 一 一 一 一 一
五 五 五 五 四 二
六 六 四 一 〇 八

〇 〇 〇 〇
一 一 一 都
般 般 般 市
競 競 競 計
争 争 争 画

道 入 入 道 入 道 法 支
教 札 札 立 札 帯 に

率 ） ） ）
電話

一 一 一 ペ
二 二 二 ー
六 四 四 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇
北 地 争 特 第 一
海 方 議 定 九 般
道 臨 行 鳥 次 競
立 時 為 獣 北 争
野 公 種 の 保 海 公 入
幌 畜 通 護 道 札

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇 〇
都 都 都
市 市 市
計 計 計
画 画 画
事 法 の
業 第 変

正 開 海 漁 業 海 の
す 条 ま 業 に ま 実
る 例 ぐ 及 係 ぐ 施
規 の ろ び る ろ に
程 施 漁 ま 委 漁 関
行 業 ぐ 員 業 す
に 連 ろ 会 連 る
関 合 固 指 合 公
す 海 定 示 海 告
る 区 式 区 （
日 漁 刺 漁 二
本 業 し 業 件
海 調 網 調 ）

に 察 登 支 挙 に 育 （ （
係 本 録 報 管 係 庁 道 道
る 部 さ 告 理 る 十 立 立
資 告 れ 書 委 落 勝 特 高
格 示 て の 員 札 教 殊 等
に い 要 会 者 育 教 学
関 る 旨 告 等 局 育 校
す 者 の 示 の 告 諸 消
る の 公 公 示 学 防
公 総 表 示 校 用
示 数 の 消 設

の 一 防 備
五 部 用 等

庁
育 畜 に 広 よ（ （

告庁 空 空 産 よ 土 る
渡 調 調 試 る 木 開 示
島 暖 暖 験 道 現 発
教 房 房 場 有 業 行
育 設 設 告 財 所 為
局 備 備 示 産 告 に
告 保 保 示 関（
示 守 守 土 す
点 点 地 る
検 検 ） 工
業 業 の 事
務 務 売 の

森 検 知 管 鳥 （
林 査 理 獣 物
公 告 の 計 保 表 品
園 実 画 護 の
駐 施 の 事 購
車 樹 業 入
場 立 計 ）
の に 画 の
供 つ の 実
用 い 樹 施
期 て 立
間 に
の つ

の 六 更
事 十 の
業 六 決
計 条 定
画 の
の 規
変 定
更 に
の よ
認 る
可 都

市
計

ま 整 漁 整
ぐ 委 業 委
ろ 員 に 員
漁 会 係 会
業 公 る 指
連 告 委 示
合 員
海 会

一 区 指
二 漁 示
三 業

調
整
委

十 訂 設 点
分 正 備 検
の 等 業
一 点 務
及 検 ）
び 業 の
三 務 実
分 ） 施
の の
一 実
の 施
数

） ） 払 完
の の い 了
実 資
施 格
に
関
す
る
公
示

変 い
更 て

（ （ （ （ （ （
自 酪 労 自 自 物
然 農 政 然 然 品
環 畜 福 環 環 管

画
事
業
の
事
業
計
画
の
変（

公 更（ （
園 都 都（
下 市 四 市
水 環 件 計

員
会
規

一 一 一 一
八 八 八 七
三 三 一 九

一 一 一 一 一 一
七 七 七 七 七 七
八 七 六 五 三 二

一 一 一 一
七 七 七 六
一 〇 〇 九

境 産 祉 境 境 理
課 課 課 課 課 課
） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一
六 六 六 六 六 六
九 九 九 九 九 八

道 境 ） 画
課 課 課
） ） ）

一 一 一
六 六 六
七 六 六
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道道び一市資格

及樽資
査

度 が税が配、本審

道

別のの

に 行を指布江金

し可市額申

約 う滞定が

指納
名した能、が請

競て運で北、の

北 海

２
特の政約政。

資次契と

第第 ず結 格 定令令 い締

れの 役
務にた

に 種のの もめ の条条 要
該

道 公 報

１

契資

等 資平者規

る品に

必す
又 格成に定
は 及

定 調度な特
特 び年要る

務 をお格役
役 達に資定

すいは務

第

規 北

地定 海

に平 道

よ成

方
告自
り 示治
、年 第

施一３

法
行般月
競 号令
争日

号

〇
正 北
す 海
る 道 平
規 情 成
程 報 道 十
公 北 四
開 連 年
条 合 三

時 争い送あ広

期 入る先る島

及 部
と、び の万 札者及こ市

な配。石方 広円 にでび

誌上 すい布狩法 報以 関
指とに又で るこ先市

送当 っる 名。運は ほあ

び町 いと 停及別 かこ を

当必 ４４

さ配の ど。 止

るな １２ す要 第第 類件
と意 にの 格広こ同 項項

報
下得 定定 以誌。を 規規

ほて すに

格かる 者り

資っい るよ

」いも競

いうは 成入

とどの 未争

種
調 るて、の約格

の

い広

手 定がに類
達 特道

、成ど報

続 役締定は平
う誌

の 務結め
特 のしる
例 種よもに年」
運っ

を 類うの定３のほ
送か

定 ととめ月

め すしる
にびど

る る、も日及い

当の
令 に該と一配う

政

札
昭入

告

に
和

者
第る

令す
政加

年参
資
下な

以要
。必
号に

例 海 月
の 区 十
施 漁 五
行 業 日
に 調
関 整
す 委
る 員
道 会 金
北 公
連 告 曜
合
海 日

れ を

て開ず 」

れ布い う

いかに 管

な日か 保

い始

で 保

とお保 る

こら確 す
こ 所

ねる 場

むき 管

。お

年札

内札

以。 、

日と を

の 、

。のま 者へ

う」含
い 補加

送な参 被

）運れ
除

配） 人排

び。 佐を

及

い 被れ

にな はさ

布で 又

る

ると 助い

すこ 補て

関

す般布」

務で者

業。 者

定契

争関運

平 め約る競にの

７ 契よ入す送

成 るに。

調の業び 年 約り札る及
委布 令 係達公務配 政 に
一すを託に 第 るを告

般る行契関

方広る ）

競地う約す 号
共誌務 ２

入公報業 第

争
札

」定
令を

政格

示

。道 う。海 いた北

とめ
第事 ）知
堀

５
の

条

区
漁
業
調
整
委
員
会
規
程
の
一
部
を

送小

運、

の市

で幌

北 ６

海
道 資資当

告 資格２資該

示 格格をに格許

第

のす定係、

は有規に可

１

っな

委あで

のるする免

５
、こ

てい

託
再し格資資に有

成資約
る 申格効 申たの格係

再

効有一 請の期 請申有の

条

よ書期効般 有間 し請

に団委

加のっの ３

参体ほ託 第

１

をアイウ

す物号か資

資中合格企項

次行組資

小業 いこ格を第

のう

す号

企組 ずとを同有７

の

也 項
１

達 第

れが有条

４

郵提提
格 申再

イアイ資

先 送先請 査 出出 請申 審
のの の

改

一
八
八

の付

査

受

審

ア

号 喪者る営許

失次格に登

にが資業、

い件し等

めの要関録

定

れ該令取

契ずに法を

る

にし規消

にか当のり

約

当いにれ

る該な定さ

係

るとると

のすこよた

も

方う類間期競 効の の

で

は入新

とを及間争 期更

る出当、札

法す提び間

はな期格落

者し該資の

３れの有決

、け間を札

な新るの

のば更す定

申な続認ま

のら手と日

す第るに

業合

請いめで

にきる４者掲

等又 かで

同中 該る者号でげ

協は
の協

組小 当。のにそる

る該げ構業

合企 す当掲

団 者資る成組

法業

に業で
体 昭 で格企員合
の 和 引
き係組資あ 組

営を資
織 年 続る合格る
に 法 き

再 のの

関 律 資業以有格

地請由

在申 名事 方 締所
海

平資先け北北

切法称

審指ば道道

成格のれ海

にら合幌

年査示な総札
画中

月申よな企市

４の
請りい

期間

時時
日は作。部央

時

審ば９

格れ前

資け午
い午

申なら

のらか

査な

。

あこと許き

は。後

請

た免

たとっ、

るとな可

有たき、

、っと許

めな

間は等

期き録

効と。登
る

新格す

更資要

の、を

す

書。たと

、失場

はを

出知

提通。

ののる

類旨

該日

当た

、っ

にあ

先が

すを

のの

先１

出ら

提か

を相る有
す 第 格を下

る

得続企者す
者 ）律 よ、業でる 号法

第

う合組あ
」もそ ３昭 と併合るで

るはとのの 条和 す又
に
う限成 規年 も譲いに構
律 はに。る員 定法 の渡

）変 る第 、よ）。を す

資りを
中

ま、成政区

格承除を更

のにた室３

で次し策北

印げ請報西

消掲申広条

有申類聴丁

をる書広６

類出

と書提

効請を課目

と
出こ

。提る

るのす

す
で

成ま

平時

、５

先

１
月

４
年

一日

二か

四ら

なお

わ。に

行う合

ま
日

、

。て

いい

契

りる

よめ

に定

示に

指
作

た 企）

審継く変し 号 小
た）しも 業第

査し。更

協条

再者でたの 等３

の

にに

請同るの第

申あも

出な
提わ
該行

当り
、よ

な
し

に
間
の
で



３４

海海札入

業契北北入

る
務約

平 委条道道執

成 託項札総行札

十 のを幌合の

四 資示市企場場

年 格す中画所

三 を場央部及所

北 海

２

調契履札
入平

す務達に
成

調す加
年 る広を約行参

務誌達る期場す
北 業報

道 予特る
海

調ほ定定間所者

道 公 報

イ
量の広す広

円務数次送

含報１部報る報

を広

を務

む誌部札数誌業誌

。当幌

）ほた市年ほほ

第

１
入ア

す広る

に達調送す

札調
すを報る報業

付を達広
る務

るるす誌業誌務

す
事特
項定特ほほ１

号

適成

のおの平

次な定
協

と、
おこ用

け月

一入受３

りのを年

般札
競にる

争係。日

月 有所区政び

十 す北策日

五 る３室時北４

日

と西報道会

こ条広海号
市

丁聴幌室

。６広札議

目課

金

央送
中郵

曜

北よ
区に

日

必
示 達っ数役に

告

３る

いの契別要
第 予か量務

定

仕約途な 数ど

様締指資号 量う

等結定格に 」

年す規 を部 新月る定

聞入日場す

販札か所る

売説ら広

っ

を書成誌

店明平報 部

回か達か

っり分４っ調

かの

にい予い い単

分ど定ど ど価

けう数う う

て」量」
町 を を価配をを 部 」単
新に布市

内 除 聞はす町

会 く 販、る村

等 。 売新。及

住 ）

っ部

を販北民 部 店聞び

務役か部か当

役定っ１
どたどり

の務い当いた
」単

称名うりうの

名の

町

びを単を価

及称」の

数市価

量町内単
住は

及価等に

村単会価

札調
入る

北は民、

びに

達
下、

以は
入

と月
」４

札年
い

６は
西合

条場

。マ
う日

道
海号
北番
便
目郵

丁、
庁
赤－
れ
ん
が

経に
月か

しる３っ

由よ年ほ
い

て。

各

の

まで」

帯まう

世日ど
配

びび

及及

送送

運運

で

を

由店道織

経売海組

配

払定由

て支指経

しにの

各

帯配るて

世うすし

各
数会帯

で手内世

ま布町
住で

送料等ま

運
及

組町

配を組送

び円民運

の布を会

道配織内

海、

民

北定数由住

指手経等
織

道るをて組

海す料し
支

事内ま世に

知町含各
でう

堀等いま払

会な帯

ラ

組送布

民）運配

住。

作
すで

施ュ
実シ

をケ
）

達
調
府
政
た
れ
さ
。成
る

階総
２道
舎海
庁北

日場約名所

契

アイアイ

る関

すに

布布

す在 関
に

業す

に入入わな算入

号問加
説

札掲札札ずおし札

開

消合明

のげ金書、、た

記費費計の

時る額に消

すむまび

布含織及

入に

８９

業）運布

る。で配

務限を
札約

規 すの各落契要そ

」 て囲札者書

則 べ範入
額す成の と の内金と作

織及手
札あるの

い 入で

也で配料

まび数

達

運布

５６７

開札札交交札

入入入落

札証明付付の

保説者 札
日はの場方定

金書決 保

る
す
関
に

事称地

る

日場

札札

入開

北北担北郵電

を
務

時所

番番

成海海当海便話

平
道道す道

赤組合

年札庁る総号号

３幌
月市れ織企

中んの画－－

日央が名部

－ 区庁称政

時

お札係載税税金日

に

相に及

い及るす等等額

金き当１び

てび消る抜

の税額価額円場

、こ費

満

に公及は格は未所

２

消当当の

規告び、相、

す定方費額該端

定に地

るめ消税代数

価のあ

資る費等単金が

を札係）請る

格入税に

う
入価否他

。 金る単。要

第札）

） 額
単に

価有そ
れ １ がなぞ 第 ）効れ 条
海に予 の

北札の 項 、入
量 に
財る数 定
道限定 規

付所法法

、交方

証

務。

す関
除に

時金免
るす北北

事道道場

に。る海海の

。幌合で

じ項札総所

同

る

央部す

中画付

市企交

時所

区政

合平
送同

企成郵に

画
月る

政４よ。

部年にじ
場

策
室

午北舎及策

報は

広日合

後３２び室北

西在報道

２条階所広海
聴幌線 ６４地広札内 時
丁号
目会課市

議中－

一 室央

二 区

五

に以ると求と

西
条

３
北

とは

し関下課すのき

有
なす税る
とにそ

いる消事こき、

件税者。加の

者条費業
あす数 しに等で算端

の

額 入反とるる金 た違」
たう免とを 札しいかこ

財入。税切 、

の業費捨 務札）事消り

定
則を乗 り
規）を よ

は

しじ
た そ

和者得 た
昭たて め

の
合 れ
北ちの ぞ

年う額 れ
規札額 予

道入計 の
海、

最 格
第記が 価

則書） 定
載

広
西報
条広
３室

北策。

後平

広午、

目課
丁聴

６

課２成

聴
）時

月
４

年

規

目
丁
６

ま
時

５
後
午

日

扱で等る 則、取者税て

効いあ相。 第無
とる当）

。
各るをを

すか額。 条

号の低
る ）
以札あ 価

。入で 単
価も の

下総

）
着
必

に
で

財制額の



１ 北

次 海

の平入 道

と成札 告

に お 示

り年付 第

一３す

般月る
事 競 号

争日項

北 海

．．

道 公 報

．

第

．
． ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

号

契日こ

平約本の

成の語公
十手及告
四続びの
年に日内
三お本容

入
札
以
下
入
札
」
と
い
う
。

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

月い国は

十て通予

五使貨定

日

語変

言、

るり

すあ

用で

金

びす

及更

曜

貨こ

通る

日と

）
を
実
施
す北

る海

。道
知
事
堀

り
得
る
。

也
達

。
る

得
り

有
が

提

で提札提持そ

まアイ
さ

出市出す料出

幌参資

場央方こ作れ

中るのの

成
法 申入提平

アイウる
律 札類類そ

請参似似の出

事支期３
昭 加工工他年

書希事

３

過工なリ現

ににるク入

づの去事おー場
札 基そ

を、ト代の
参 く停

又人加 指止年元建造理

名期間請物

２
入入
に海和札

工札札北昭入
執 事に
参参道
すお法の

の加加に年行

す

た

ののの

事事事

工工工

所北法と他に資

区と成
る、

条、すは

３し要料

丁又費却

６送経返

西郵
ァ入い

フ、な

目ははし

ミ加

道シ参

海ク札。

北

望施施出月
和

環

年 等者工工負間

、績績行

法 は実実担日
律

書証担）
第 所調を為金

定
の明当か
） 申す者ら号

請るが

に面要規

書書必日に

次と金定

とのはを申

の契認）す

停間

骨事

止を平し改鉄工請

４施で鉄現

を経成て修

に

けし年工、筋場

受過

たつン専

てて度しかコ

なる降実、ク任

いい以

おー配

い者）績おリで

者をに
含、民むト置

同でき

指む建間ね造で

るるけ律日 概

名。物工

で

要者者る第ま

には建

の

電設要次工間 号 必、築
第 設気備なの事に ） 建

競北 ３ 工工工資要の、
に を争海 条 事事事格件
べ札の 規 撤撤衛す入道

、、給て参競 定 去去生

場期

る 補改排満加争 す

海幌約

北札契

称所間

名

か

消央日

立中結

道市締
条成

活４平

生北ら

費区

活に者

生等望

境リ希

セ

と

活も担

生る負

部よの

け。

課受る

興はす

振の

る

室い

活な

生け

費付

消

日

類書るで休

書約めま

をの書

く

付し曜除

添写類日を
毎

提土）

て、。

し）日
び前

る及午

す日日

出曜

る

。民時

と国９

こ

停）の事規

こ 止で改を模
む認。 以 をあ修含とと
の けこ、。め上 受るで
。つをれ建 たとか）ら

おす工物 、、有る築 が

む者は係 札おる事に 入

同あ鉄内 加ねで、る 参

水た資入
請規る骨部 申

札

修造
冷てが参 建 なな、し格

加 築 どど

事 房る等資 工 ））暖い

」 ガとに者 業 、こ級格
停 許 等付名 の ス。格指

のれ事 を 備さ止 可 設け

去お処 け 撤て務 受

ン西
移目月

ー丁５

タ７年

転
う木で

伴苑ま

に緑日

一原下

二状ビ

六

祝ら
のか。

事
工
帰

復ル

造改

す時
関５

に後
日午 鉄工 にとと、修 時模こ

てらコ

いめ筋事 お認。

、要 い 、り理 て

既れン

と な設の こ 造建領 る 改
）法定 。 ど業規



か札入税

消落る入ア

あ

費札

平 札 税者を保入

成 以 等と申証札

十 下 課なし金保に

四 証 税っ出及参

年 消 事たるび加

三 費 業者こ契金し

北 海

９
入落加）事載

を額税記
る

札札 便算を業す

郵契

たっでこ 書決 及しも者

に 電金てあと 約記定 び

札か 金
当 報額落る。 載
た に
よ者額当価を

道 公 報

６７８

幌札入入便

に契札入郵

札札に

り条市執等

よ約

る

答を央のよ

回項中行

す北所入

す示区場場日

。場３及所時札

る

第

５

加なけ札理

審入参受

の
参札資お付幌由

査札入

説

行加参格、け市の

を

い央明

い資加が書な中

いは。区は

、格資な面

のながと次北、

そが格

号

争
の 札競

ウ入こ般
一

４
さ資札
札 出加入

入 提参

る
地 たのあ

、 れ格で
は

資審

月 税 者はと約よ

十 等 等、。保う

五 」 の落証と

日

者
い 出決る

と 申札金す
） 速、

。 後は
う 定

金

当 かの
相 やそ

曜

を 消の
額 に者

日

わ

て る該格問

っ

含 費見

、 札北額すず

は 入金と

道１の見

入 は海にる、
、も

書 め知円で積

札 認

た

記 い満入っ

に な事未

約

さ端参契

載 。堀の札
は額

た 達が者金

れ数加

送平

西日

所条び

金 也あ

丁幌に成

６時札

目市よ
区札月

北央入４

中る年

海
道北は

境条め

環３認日

３説

活６い）

生西な水

いめ提条明

結いな認の

求

を認とら出西を

果と

たに丁め

平め認れ先６

れら理持目る

成らめ
にす北と

年たれ由参こ

月に者つる海が

３者た
対はいこ道で

と境る

日す、てと環き

る平の

査の
方

水理成説し生最

無入
法 、、

治 はで
自 料

他参
令 でに

行 断札
施

用よ
和 使し

昭 に加

積

令 いす
政 なと

年 しう

課た
） のっ

。 等も
む 税

税契
の

事約

で５

者額の

業金分
す

か税当

る費相

あ消に

額る、の

税びる

免及

に 委と消
の 該 状は税分 当 任き費

金 ・、等

額 入そに

書端る相 の 札の係に

の数課当

先額事る の

宛金税す 分
相
切者額 に

）を業金 ５

目）前

部丁。午

りでを

生
活

境

消環

課道

興海

振北時

会
号
１

室部

活活

生生

費

明、活終 ）由

送生の

まの年を郵部日

明月め又活翌

で説４求
フ興か

書３るは振日

に
にとァ課ら

面日こ
でシ費算

よ水がク消起
活て

通まきミ生し

り）

す書。等室５

知でるリ

。る
。によ以

る面に日

者
第

掲
第に

）２
号が

げ
有 ２
を の
格 ５

資 の
る 条

業方以

事地額

る 規
す の

で費の

者消上

作 払書

前部約

支契要そ

捨あ入 当

の 条金分成の

免に

たか書 る
てる札 す
額金

証面札合閲閲

図入場
る

加限覧覧

証す、参に

保

期場

提書様希り

をる仕

室
議

供面書望、

定契

険れ設

イウエオ

郵
こ約し約

保ア期アる契

間

証

委のがのと保、保

証

よる内
託履工公を証当

札は面

入の書

りもに

ア
約約 契を又保

契契保部
険証険

金 約提は保険保

す部会券会

額 保を供一

イ

るか
う よ
ど に
か 定

締

保第う

札入）い

入号と
。

札
保 証

）

北契し

件払払否他

要

金

の

環額。

道金い

海約な

閲

生相

部に

活割

生４

境

る提は覧間所

すを等者

きす下設間

と出以、期

はる計中平日す札
市

及 、こ設図、成る幌
休 び 工と計書設

央

国 期。図等計年日中

月除区

民 の面を図３を
く北

の 完等閲書

祝 成」覧等

）条

日 期とすを日。３

に 間いる複

金に

契行事共証金該金

る代融代

約保の工すに

期履もえ機え

を証始事

結険か行のる関る

締保

確保

し契ら保で担の担

ると定と

、約引証あ保

し券こし日し

道は渡証

債定完はとて付て

を、

あ行

権額了、。定の銀

者予工期

社 証の

と定定期預る、

結るの社を

金しこ納と提、
し行 の よと付の出銀 分
う。を間

とた免にた、
き林 相 すだ除道と農 に
、る被。中 当 るしすを

次。保央 す
者

約各者庫 額
契の険金 る

証のすの 上
保号とそ 以

の 金 を第 条 証
の 納７

の るびか 付 す及条 納 付
除 と海第 免 こ北ら
道
、 。

則 方で 規 付ま 務 納条 財
定 法の

課額

興る

振す

活当 昭 等

活前

生を

費内

消以

一 室金

二 払

七

うこ写金毎西

。
る

す
い

す で。とす）日６

関 ま

前目

る に）がるか午丁

きと４９
法 生のでこら

る覧るが月時
律 じ閲

き日ら
昭 債等ほで９か

不、る午
和 務か

行札）５ 年 履入。火後

保加でま 律 が参ま時 法

率まの金承知
証申で 第

書の

る）で完債諾事

す

期期をを指

公ての成権

す

工補間限提提定

共ん

ですする

事の以ま供出

行約のにるる金

履特上

きと機

保のも生とこ融

るでるは。関

証あのじ
務そは

券もあ債、又

証

の

提とこ不の保

をのる

約
のず履知 契

金いる他

証
付か保が 保

納れ行事

を
免該保定 金
をに証指

付
さす契る 納
除当険す

、
て場を融 し
れる約金

は
るは結関 又
い合締機

め

を契、の こ
者、しと

る は和
と 、

道に 自海ろ 方北こ 地年
行第。 施則る 法規よ 治
令
号

和以
昭。

さ請土
、に

る用日）

れの曜号

をす曜定

と供日規

こに

。行保事

出しと履担証

保質会

たかがに業

し、

さをの

き、証権社

とつ

該に に
除約当間 れ

。保

行事 え
。証履工 代
く保

全証行

はの保履 る
）金

下

、担

年
則 第規 令務 政財
」



児児つ日家症 福

施い庭心 祉児

障 ） 法発 設者て局身 号
に第 及）」長

び通通害 昭基園平知児 和重事成） 号 づ

北 海

知

２

くの範事

法障

身整囲知業知年的

で障障律害

体備内的的

援

害図補害害第者

障を
者る助者者

更たす福福号護

道 公 報

１ 保補務そ事
体 福助又の年 身業身 健

的律 障障 祉金は目法 体

所を業又第 害害 部等事

者者 交のは 管福福 分

第

札約

こここ談引入契

取

入情員談締

ののの合委

後

札札札報会合結

入入

あの疑に

及のにがへの

契行加っ通い入

び執参

号

最開に
号

平札 低掲

成の 制げ
十時 限る
四に 価入
年お 格札
三症業８に者 厚 く を及

的 法

心の年基） 生 知 年

園 児 障 律

身実５づ通 省
童重事

障施月く

第害害に

しびに整く

設及内を除

又川在す）

、旭所備。

施の

札のるも

は市する

祉祉）施
市域設を

幌区

援、。施法に設

生める

護予設基、

備和く童

施算整昭づ児

内を除市び社幌区

設の
びに整く町旭会市域

及

に

旭所備。村川福及内

川在す）市祉び
川設

市する札を法旭施

市く市を

のるも幌除人

区施の

名趣

域設を及。札の新

施法） す称旨

祉祉号 付

設 る及に そ

備和づ ７事び整昭基 の

会市域し 補社幌区設

）

対祉びに又

助福及内、
幌

象人川設札

法旭施は

市を

すた報が札

札の新市 者

合

は、る場をあ談

約は

、うとの

調公者合行る

手す、事こ認事

達開は

がらが

続る別情とめ実

停定取あれあ

の。に聴
誓。とた

止め、るるっ

書は認

が建約きと

等る

い

り工の、め

有設

月て 設び

十、 定こ

五２ しの

日

定
定 るに

規 い告
に て公

るめ
す 。

金

格入
資る

曜

有に
を札

日し関

又のる

）

費
備
整
備
設 に施

的重備の

知は整も

者身要整

害心必設

障症
児費

護害経費

援障な備

設で

施

な

知）っ

、者あ

備

障で施設

体費 補身経
備備

者っ整整

助害あ設
に
援次

対生、費費

更て

事徴入ら

設げ
施掲 象

護

争及のる

る競取札れ

得

を

札積行拠

入び執証

。

内りた

得の取得

心算を
は

知書めき

承訳やと

を
取と契

る徴こ、

すのる

条
いる

なす

と並が約

こ

し 入反 た違 しに
の件

者
、 規は 務札 財入 、た 札

事次

障園、

的通て 無 則

設設げ

施施掲

児業に

害

も 経

のる

内
以
３
の
分
４

分 補４
要
必 費に

備の
整 びあを

等内
以 率

３

助の

を

正す

公。除

にる解

。
北

北次 海

海の平 道

道と成

イ

告

がお 示 所

平り年 第

成定３ 在め月

効 第
と

。
各る
す 条

関
がに
と約名

こ契
るア

通福福

共共保保

るす
あ

３５

第第第第

通

式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
４６

第

交付類共共保保

号号号

第第第第

付す通通福福
３５

申べ
請き

様様様様

書関号号号号

保保

添書式式式式

に係

第

績す通福福

実付類共
４６

報べ第第

告き
書関号号号

年る 号

て

郵電い
お
に

地度。日

金

号号助

番番補

便話

等
交

－－を
付 －

当海
担北
を
務
事称

。る
の活

織生
組境

る環
す道

式式式

様様様

称生
名部

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数

式式式

に係様様様

示
指

交出限出出
提提提

添書
び数限先

付部及部期出

出１別す支

請、提

申数

日

の出先部にる庁

書提

す

示

提期指

る 札

事

北

央は 線 中又 内 市務

幌

事 区

、道

北－業海

３

補知

経

丁象堀

６対

西助事

条
消

在課
所興
び振
及活

目
活
生

費
地

一室

二
八

等
率也

助
補達

、
費

要
摘



児児護算
養予

６

平 童童施の成 養福設範十 護祉の囲四 施法整内年 設に備で三

北 海

童整囲

保児の範
所の

５

補

整祉をで

所福備内

育
事にる助

備法図

道 公 報

算児児生算

予律厚予

４

の童童施の

第

範厚福設範

法整内 ） 囲生祉の囲 号

で設備で に

内施

第

局合 律福ル合

長型

成通施 号 第 老祉ー型平

人施プ施厚 福設ホ設６知設

） 祉、ーの年）整 号生
老 に
法痴ム整９に備 省

呆及備月基を

号

福

設の人

施算老

業予

３

で設

備内施

整囲祉

の範

整基を補

を

月 備づ図助十 事くるす五 業児たる日

幌設札所備く

、
童め。

す）
す 会市を幌在。

社
福の新市金

し区施も

祉区設のるる

法域曜

又内をを

人内、域設の

に日

業基たす

札施はに整除

育算
保予

く、。

づめる

整く

社幌区設及内を除

旭所備。

会市域しびに

に又川在す）

福及内、

も

法旭施は市する

祉び

幌区施の

人川設札のる

市を

を補 基

札の新市域設を

く

助備和図助 づ

補整昭

るす す事
法童め。

る業年たる 児

市除法域し区施の

、

。

を除

町く人内、域設を

村。に又内

）札施はに整く
す）

札社幌設札所備。

新市する

幌会市を幌在

を祉区設のるも

市福の

づ図 人 基 昭性びに

和高つ日くる 保 づ
齢在い老在た 健 く

、

年者宅て計宅め 福 老

を除

法人グ複」第祉複
に整く

び社幌区設及内
旭所備。

旭会市域しび
又川在す）

川福及内、

旭施は市する

市祉びに

除人川設札のるも

を法
く市を幌区施の

補整
。札の新市域設を

める業

たす事

る助備

図

村
町

市

、。

っ

及
市

幌
札

設備

養次施設

童、
児て

設げ備備

施掲整整

護に
必
に
備の
整も
のる費費

次
設備

所げ施設

育掲
保に

備の備備

整も整整

のる

な

経
な
要
必
に費費

設備

館で施設

童費
児経

児て備備

はっ整整

又あ
セ次
童、費費

）

ーげ工

タ掲体

ンに本

ホな
設備

又で施設

ム費
ー経

宅て備備

在っ整整

はあ
施掲
型に
合次
複、費費

痴
、
設
施
祉
福

人
老

設げ

４
あ
で
費
経
な
要

高
性
呆

て
っ
あ
で
費

内
以
３
の
分

、
４過進基っ

町くは内

分疎市づて以

３域村事、

の地
以自計業

事

促にあの

内立画に分

に限

備のに

整も費

のる
以
２
の
分
３

） 要。

必る

要
必
に
備の
整も
のる

内

３
の
分
４

プ
ー
ル
グ
者
齢

通通福福

共共保保

内
以

３５

第第第第
式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
４６

第

通福福

共共保保

号号号

３５

第第第第

通

式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
４６

第

通福福

共共保保

号号号

３５

第第第第

通

式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
４６

第

第

通福福

共保保

号号号

３５

第第
保

式式式

様様様

号号号

共
号号

４６
第第
福福

保
第
通

第
通

共
式
様

号

提提提

式式式

様様様

号

数限先

部期出 出出

一 １別す支二 部にる庁九

提

式式式

様様様

示
指日

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

提提提

式式式

様様様

示

す支

数限先

部期出 出出

様

示
指日

部にる庁

１別

限先

期出 出
提提

式式
様 様

示
指日

にる庁

別す支

部
１

数
部
出

提
式



、。
める

たす
る助

図補
算

予

北 海

）民業

知たる助業業る

）めたす民

社省

にのめる間業間務

会省会力

基拠、。社務

く施算福力福化

づ点予

子設の祉化祉設

道 公 報

９

通所の施点
施 知の範子設平号
生

設 ）整囲育整子成厚

の に備内て備育

児 設 基をで支事て年省
月童 置 づ図補援業支１

くる助の援

第

助へい児

家図補つ日

８

庭る

き」第

支たすきへて発

援める地

セ、。保地
所育和厚

ン予育保昭号

タ算

号

児事児
備

７
平童業童 成家福 十庭祉 四支法 年援に 三

十びに整法

で
内

囲
範

の
さう

す、

れ民。字旭所備人

市する社

た法）社川在

法法及

会福

人人び札のる社会

」日幌区施
祉事

以と本市域設福祉

施設施備
下い赤及内を

て整囲設備設の

育の範

備お備

支備内整整に整

図補事事けを

援をで備
福法第規

社会民律の

の

定

会
福祉
法業治）よ

祉事明号に
第り 人を

設 、行年

たの７家 に

社う法条立

めるめた日庭 つ

へたす

長

地、。のめ児局 い

き

拠」第通

保予拠のて発

市
村川

町旭
市び

育算点

生

及。
市く

幌除
札を

ーの整所
事設４務

の範備の年事
３官

備内業置月次

整囲

旭

札所備く市び

をでに

市す）村川

す 幌在。町

のる市 る

域設幌除 の 区施札を も

に整除及。

内を市く を

セ基 月ンづ 十タく 五ー児 日

の新

会市を

社幌設

整童

福 金

法域し

祉区設

曜

に又

人内、

日

の
務そ

業び
及費

札施は

る
図係
をに
化置
力設

省

必
）

の費
め事
た工
る

設備

て経施設

育な
子要

のあ備備

援で整整

支費
拠次
の、
めて
たっ費費

っ
）

点に

設備

地次施設

き、
へて

所げ備備

育掲整整

保に
必
に
備の
整も
のる費費

援
支
庭
家費

童経
児な

要

工
器は
機又

の
ー
タ
ン
セ

の
分
４

費負
入請
購事
の

も
のる
設げ
施掲

内
以
３

内
以
３
の
分
４

に
備の
整

３
の
分
４

あ
で
費
経
な
要

分
４

必
に
備
整
設
施

内
以

見

内
以
３
の

書
調
収

検
書

訳
内
） 積

写 通通通福積

共共共保見
１

第第第第書

様様様様）

号号号号写

共保保契

式式式式

第第第書）

通福福約写

１２又

福福

共共保保

号号号は

３５

第第第第

通通
式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
４６

第

福福

保共共保保

号号号

３５

第第第第第

福通通

５
様様様様様

号号号号号

福福

共保保

式式式式式

４６

第第第

通

第

通通福

共共保

号号号

３

第第
保

式式式

様様様

号号号
４６

第第第

通福福

共保
号号号

式式式書

様様様請

）
写

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数

提提

式式式

様様様

示
指

支

数限先

部期出 出出
提

示
指日

部にる庁

１別す

提提提提

式式式

様様様

先数限先

部期 出出 出出

庁部にる庁

支１別す支

提
式式式

様様様

示
指日

数限
部期

出出
提

一１別す 三部にる 〇

示
指日



常と宜囲予事予
置

平 生にを内防業防成 活よ図で接接十 用りる補種種四 具、た助健法年 を日めす康三

北 海

る難給難

設ら族めす具

福予。病付病

に難の、

者

護患祉算患事患

保病
向範等等

し者のの者業

、等

道 公 報

き要病

福予業いで必難

病介ずと患

祉算難難て

範患患護、す者

のの病

を

進囲者者を一る等

増
を内等等受時場

第

の、

難業プ対をむし

事

て遣にも

病難サ難し派

ビ患、し必っ

患病ー病

等者ス者ホて要て

者患

居等事等ー日な難

号

給常、る被昭月 付生予。害和十 す活算救五 るのの済年日

村
町

市

こ便範措法

金

曜

日

を内常対

も及上囲日に

活、

てそ図で生し

っび
れ家た助用日

このる補

市
村川

町旭
市び

合一

及。
市く

幌除
札を

るなに時

図で短がけ的

入宅こ保、的

る補期居

めす所にと護当に

た助

び

。
、る事おがを該施

市
村川

町旭
市

便病

及。
市く

幌除
札を

ヘ生宜患

宅ホ業のム常

活ム庭ル活を者

生ー家

営与の

支ヘ等パを供等

村川
町旭

市び

援ルにー

市

及を

及。
市く

幌除
札を

う本。

行日く

をび除

業

必

人社
法字

法十
民赤）

。防種な

る予接要

限防
健る、

種よ酬

）接に報
、

害被費

被康償

康健報

入
）

委関費

査に旅

調害

患費扶

病経、

難な費
要

者助
に

常費び

日用並

等需費

生

）

具品料

用耗用

活消使

費に事当

需る運を

難給、限業額
要く

患、用。営除

病料
等員、だ綱。

者職費た

当務、に

短手役し」）

入等費定

期
事共扶病る

所、、難め

費賃委入

）

業済助患利

難の金託費

ー
酬報、限

病設報、料に
用。

者及、償使る

患置
を市料、料）

等び給費

象村職費び

対町、旅及

す営手需借

と運員、賃

る需

員す、

る事当用料

う等
行査費

が調用

会

及

内
以
３
の
分
４

予に食

備借

事、賃

付）び

給費
の
分
４

必購に

に品料

業

等者

に費費者用

内
以
３

期負

要賃び短の

必、及
所相

経、託入担

な金委

並

内
以
１
の
分
４

費旅料

に

ーに、、び

ホ務等費
品

ヘ要済務備

ム必共役

４
パ経、、購

ルな費費

通福

保共保

内
以
１
の
分

第第第

福
共

式式式

様様様

号号号

第第第

通通通

共共
保

式式式

様様様

号号号

第第第

通通福

共共

通通福

共共共保

号号号

第第第第

通

式式

様様様様

号号号号

第第

通通福

共共保

式式
第

通福福

共共保保

号号号

第第第第

通

式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
第

期 出出出

提提提

号号号

先数限
部

一 保部防１別す三 健保課部にる一

様様様
祉予示

福健指日

限
部期

出出
提提

式式式

２指日

副にる

正別す

数

提提

式式式

様様様

部示

防

数限先

部期出 出出
提

にる健保課

正別す保部

部示祉予

２指日福健

副

出
提提提

式式式

様様様
保部防

数限先

部期出 出

健

副にる健保課

正別す

く要

部示祉予

２指日福

）績な

市の。実し

樽市
を告。

び合。報い

及場 こ

書所る
健す

館除は

函 、経
はをと

類長

の。

健す樽市く

保由小

類長こ及場）

書所る市

、経函を

はをとび合。

健す樽市く

保由小館除

こ及場）

書所る市の。

函を

はをとび合。

類長
、経
保由小館除



にし労生の予

促営の

平基て意の運算

くるの進の範

成づい欲
び化内

年授身助並強囲

法産体長

北 海

算社事生産

の予営法授
設
第 祉の会業活施

律 福
の範事保

増囲業護又

進内授法は 号

道 公 報

進て、練

事等しし訓

助

を

行付行い療等

業進給
業筋身に行

性事性る養

萎萎体併い

筋

第

被予体

康、。身

健める

施

の範者

者の害

害算障

救囲

号

律基

第昭づ 平和く 成予 号 十）年防 四又法接 年は律種 三

当図補

律施障及にをで

を者自該る助

第設害び
設める

号利の立施たす

で産社 ）

、。

）用勤更

を

設和福 基

図補施昭会 に
祉 づ

る助
たす等

村
町

、。
める運年く法

症症害ても

縮縮障せ、

療罹に要て

者に者必っ

川
町旭

市び
養患対なそ

市
村

内設

及。
市く

幌除
札を

る助費

図補置

をで措

済 結第に
たす補

月起 核 十予号因 五防）す 日法にる

金

曜

日

及

費、料

糧）用

食料使

製借

刷費賃

印務び

、役
に

、運び

費信並

本通料

、

会設必金
熱費備

光搬

費

会祉にな旅

社福等要
需

業人体費、

事法身経

授等障

施設者酬費

産の害報用

設置を、

をる用料耗

等す利給消
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ら係て以３

でも、）内

なの

に通
設は
施又
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内介減介に
保す介負ホ者

で護事護

ー険る護担ーに

補サ業

す

すビ制た利額ム対

助
るス度め用軽ヘ

第

す

護に給け等者支れ進
のる

施対しるのに給ら
る者た

設し、訓理対す
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に、及練由し
よ就と社、

入更びをに

所生当終

号

更身づ
和基

害体
法 訓障身

年 生体く

適

第 費者障
律 練
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村川
町旭

市び
指

金 市
札を曜

市き
幌除

日
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費補
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。利の、者減ルる
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置サ援
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な行す事ー措
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担施時る業ビ置

負
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町合含

市組

予

務合
事連
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一広）

復算
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り帰の

て練施し自支よ
金、を範

い費設、立度
るをこ促囲

るをに就す

等福害
者支お職

給祉者

事生 ）

付法更 号

村川
町旭

市び
業昭に援

市

必
に

及。
市く

幌除
札を

経用付護要

係な使交介

、ー報

利費料金サな

る
用及

賃助ス、

者賃び扶ビ酬
正料

担、借費適給

負金
軽費、繰実、

額旅料、
担金指員

減、負出施職

及対負金び扶

３４
措需

、び社す担、賃助離

料

等

使交会る額旅借費島
繰地

用付福介減費料、
負出域

料金祉護免、、
用担金に

及、法保措需
事費金）お

び扶人険置

にー業、、け

賃助等サ

料）よビに役補る

借費

に

１２

、るス必務助特

利費託助

対 法用料及障賃
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す 施者賃、び害金
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借費プ費 事
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護置用
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練
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共
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３
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４
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かるは内
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２

提
式式
様様

、

号号号す

数限
部期
出出

提
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第

算精備

ーたに適上予整

化資の神事

ビめ関正に

介る、す範障業

ス、す
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事
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町旭
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事
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村
町

市
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幌
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４
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又
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に等

及。
市く

幌除
札を

該 月重身に 十度体保 五身障護 日体害す

金

曜

日

アうに費

援ィ行動旅

１
神業神団精必、

精事精
及障な用

障障体神要需
費、

者者び害経費

害害

ラ復神の役

ボ回精者
害会酬費

ン者障社報務

使

）

ィラ者復、、

テク

ホーに、、用

サ務等費

要済務及

ービ必共役料
、賃

ヘチな費費び

ムス
パム費賃委借

ルー経、

ーの金託料

酬報、限

の運報、料に
品。

置及、償備る

設営

託

、び給費

費料
搬用

運使
信、

通料
料料
数借
手賃
びび
及及

市な費本

要旅製

）

）、

用光

村料需、

町給、費

者員水

害職費熱

障、
品び

活当耗及

生手消費

事共、繕

援、費修

支等

域に償用

アブ地帰報使
、及

体ボ家資費料

団、

動ン会る賃び

活ラ族す

の
分
２

、

支テが活金賃

入

ホ市料、購）

内
以
１

並

ム村職費費

ー町、旅
に

ル営手需び

ヘ運員、

内
以
１
の
分
４

プ事当用

、費
費入
助購
扶品
、備

の費料）

業済燃料
委等

印務

施謝、役

実、費、

３
の
分
４

必、刷費

に金

に

共共共保式別式

内
以

示

第 第第第指

福 通通通

号号号す

式式式様様

様様様る 号
第 第第

福 通通
共共保式

通通福福

共共保保

号号

第第第第
式式

様様様様

号号号号

第第

通福福

共保保

式式
第

通通通

共共共共

号号号

第第第第

通
２

式式

様様様様

号号号号

第第

通通通

共共共

式式
第
２
号号号

出
提提提

式式様

様様号
別す保

数限先

部期出 出

様

示
指日所

部にる健

１

出出
提提提

式式式

様様
１別す支

数限先

部期出

様様様

示
指日

部にる庁

期出 出出
提提提

式式式
る庁

１別す支

数限先

部
示
指日
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三
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害促囲よ平 者進内特聴り成 のすで別覚登十 自る補事障録四 立た助業害さ年 とめす者れ三

北 海

なマのの施

近ー念者実
る

本害市ラ実需す

基障

ゼににこ

事者町イ現要

とにー向応と

業に村

道 公 報

たす市事

合る障る助進

、と者める町業

にこ害
よ社予障

そにの、。村

、参の者

自り会算害

の
動

第

」自重伴

し用に

害進車身自

障促動度い

の業造障車

者事改体動

費害を 明

号

社、る等た月 会予。の手十 参算申話五 加の出通日

村。
町く

市除

を範に訳

金 ）
札曜

市
幌

日

てたよ

っおシけじに

を

、

最てン、事り

ていョ
ノ理害を障

も、の障業

）
村。

町く
市除

身

会

車重加範社

を
市

幌
札

加

改の促内参

を度を囲

取
す体す補促

造身進で

す い
体助が得 る身補者

等場

害業労る く
障事就

施く

市び会実除

ら者）
る）

村町加す。

町市参
村促

業村

幌害事町

札障進市

事

補に料

及社をを

市者

村な主

及町要業

助市必
金

付害酬担

交障報負

び

会料賃

等社給、

金者、

使

促手報

加諸、

参、金

必事用製用

に料需刷費

市

費信及

町要業費本通料

村な主

光搬賃

障報負消、運び

、金品熱費借

害酬担耗

び、

社給、費水及料

者

金燃及手備

会料賃、費

購

加諸、料び数品

参、

必補
に該

促手報費修料

す身

担障なに

精る負体要助
費要

障め金害経必

神た
者交補用をな

害の、者

及自助費

の通助の補経

交車る

会のび動す

社費

金費
２

帰助付に場

復補

障事

、神助

料）精補

借
負会

、社

料者

託害業

委

費

進当償

、施

金帰

担復

保費

の会旅

業社、

事、
内
以
２
の
分
３

施険、

実

料、費

進当償、繕）入

社、糧）委、

事、費食

料担

の会旅費、託負

業

、印務、金

実保費、役

合

内
以
２
の
分
３

、

施険

お

設必、造に

施に金改
る

にな助るけ

等要扶す
３

所費）め当

通経費た

通

助等

補設

内
以
２
の
分

福
保式

付通

交交

び所

及

第

通通通

共共共共
式

様
号

第第第第

通
２

式式

様様様様

号号号号
福 通通通

共共共保

式式

第 第第第

２

通通

共共共保式

号号号

第 第第第
福 通

号号号
保式

式式式様

様様様号
第 第第

福 通通
共共

号号

一
三
七

提提

式式式様

様様様号
支

数限先

部期出 出出
提

示
指日

部にる庁

１別す

出
提提提

式式様

様様号
別す支

数限先

部期出 出
示

指日

部にる庁

１



北 海

保保

す長児

助延乳

補
で

促促

。育育

る

道 公 報

特業保業よ図

事事にを

進内別育をりる

身促囲

め

障すで保所円、た

体

に童、

害る補育に滑児

業け実の予

者た助事お

のめす

第

業身し運

に会予事とを

加のフ体て行

よ参算リ

フる

、を範ト障リす

り

内福者トこ

聴促囲付害

覚進

号

者ての 平を、円 成派コ滑 十遣ミ化 四しュを 年、ニ支 三施福算

業

業事

事等

進進

進特す祉の

社、る推る

参算費別るの範

会予。

と上内

加の補保こ向囲

村川
町旭

市び

を範助育
市

付と

及。
市く

幌除
札を

補バ移福に

障すで祉の

り

者た助ス動祉よ

害る

行援ス、

のめす運支バ

村。
町く

市除

。

社、る

）

手ケ援

を
市

幌
札

月話ーす 十をシる 五用ョこ 日いンと

金

曜

日

保保に

長児業

延乳事
善

経

進進な

促促要

育育必
乳

必び

に及

業業費

事事

設付

用ス交

使バび

）

要

び
賃及
び費等

及置金

料
負
品、
備費
、造
料改
借

金刷費

使補要担印務
購

料及フ給、製

用助リな
金費信

及びト料賃本通

付福諸、、運

び交付、

熱費

借金祉手需光搬

賃

ス、費水及

料等バ当用

備運社費び

、

保耗び数

品行会消及手

用製
需刷費

購事

費信

費本通
及

品熱費

耗光搬

消、運
び数

燃及手

、費び

費水

費育

経保

な児

費修料

料

２

のの

分分

４３
改
境
環

、
費金
入担

内内

以以

３

品修料
ト及
フ助
リ補
、 、

費の料費繕）

入業険
施業燃）委

、実事、料
費役料

担に主料、託

負

２
の
分
３

、、、

金必負

）委

食料、

、繕）

内
以

印務、

、役料

費、託

糧

児事 共保式進限

保業 福 通事る

場 様 第 第乳業。育の 号

児の）環

号保場保境合 式

様育合福改に 号

事る

式様促に第乳善限

児 保式進限

保業。 福事る

場 様 第乳業。育の） 号

児の）環

保式共共

保場保境合 式

第

福 通通通通通

共共共
第 第第第第

号号号号号

式様式式

様様様様様 号

通通

共共保式共共

式式
第 第第第第

福 通通
号号号号

育合福改に 号
様促に第乳善限 式式様式式

様様様様 号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指
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北 海

事
育

保
日

休

道 公 報

育
保

児
害

障

第

保

育時業

保一事
備

アイ

地育

所

号

て児、

セ
育

保
域

地業
事

援保月 セ育を童予十 ン所支福算五 タ等援祉の日

川
町旭

市び
ーがすの範

村金 市
札を曜

市く
幌除

日

基

活進

域促

業
事業

及。

動
活

ー
タ

ン

業整

事盤

動

援
支
て
育

子
域

地費
経

）

業
事
育
保

日
休

ー
タ
ン
セ

害必
障に

業

経
な
要
必
に

及
業
事費
育経
保な
児要 所保

育時

保一
費

害
障
び

事盤

動基

活進

域促

地育

必
に
業
事

必事

に備

業整

３
費

内
以
２
の
分
３

な
要 進
促
育
保
児

内
以
２
の
分

に

要業

内
以
２
の
分
３

事

の
分
３

経
な

費要

経必

な

通通

共共共保式

内
以
２

第 第第第
福 通

号号号
保式

式式式様

様様様号
第 第第

福 通通
共共

式促に共共共保式

号号

福福 進限通通通

保
第第 障事る第第第

害業。

児の）号号号
式式様

保場様様様 号号

促に共共保式

様育合式

福 進限通通

式

第 障事る第第

害業。

共保式事る
児の）号号

福 通通通業。

式共共

害場

第 第第第障の）

号号号児合

式様育限

様様様保に 号

。

共共保式事る保

式式
福福 通通業
害場

第第 第第障の）

保式共共共保

号号児合

福 通通通通通通

共共共
第第 第第第第第第

福

号号号号号号
式様

様様様様様様 号号

共共保式

式式式様式式

福福 通通通通

共共保式
第第 第第第第

）
。
る

号号号号

出
提提提

式式様

様様号

数限先

部期出 出

一 正別す保部庭三 副にる健児課九
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育合式式様
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様様様様 号号
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書長こ
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保

施

を

福

設

次

第

の

の

５

種

よ

号

別

う

様 に

式

正
改

る３

す第

北 海

北

平
道

海

成
告
示年
第

海
北

道
号告

道 公 報

所
育

保
節

季

第

てたす

業童忙対っる助

に必児めるへ

へ又期し

地農お要童、。き

きは

福算保

に繁けなの予地

等要護祉の育

お期る保

け

号

内特

囲
平で別 成補保 十助育 四す所 年る設 三

第
条

５
第

、
項

２
第

。条 第
示

）
項

１

号

置
設

交
等

金
助

補
道

海
北

設

るの保をの範所

業
事 い進内置

要季護行増囲

護的童、をで事

保節児

川
旭

び
児繁にも図補業

。置
。

く
除

を
市

月費 十補 五助 日

村
町

市
事

金

札 曜

市
幌

日
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に

則
規

付

等
金

助
補

及

季

式
様

の
等

書
請

申
る

め

要
必
に
営
運
の
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育

保
節

営
運
の
所
育
保
地

き
へ

）
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保請

申
付

交

必
に

部
一

の
）
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号算 ５

成
平

費
経
な
要

費
経
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月
３
年

保
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内
以
２
の
分
３

の
次
を

式
様

号
６
第
福書

よ施

第第

福福日 保式保式

第
福

式保式

様様

号号

通

共共保式保式共共共

第第第第

福福 通通通通

第第 第
号号号号号

式式式

様様様様様 号号

式保式共共保

式式様様

第第
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通
共

号号号

第
通

共
式
様

号

る
め称
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堀
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知

道
海
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号
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先
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様
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施地施

平
成 設設 域

十
四 交

年 整整

三
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そ 解 授

体 産アイ

撤

の 去解仮 施

工

設 設事他 体 費施 近

道 公 報

降融

プ護介

浄昇ス消介

用 槽機雪 ン

リ

リ護 用 化

ト ク

フ

第

房暖

施

主工小暖冷冷

１

設設 設房 体事

房

号

流

区

月 備備十

ス五
日

ー 小合

ペ

費費

金 計ス計

曜

日

及

撤 代びの 設 仮 化

設

設

去整

施

備工

設工 備整

工工 備事事

工 事事

事

費費費費 費

備 ー特フ

等 ラ 設設設リ

備 工工工附

ト 設殊

備備

事 事事 事事事工 工

帯工

事備備

設

費費費費費費

工工

備 計 整工

事 工事事

体 備事務本工

分

） 費費費費費費 費
事
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補

―

者業
置事

設総

等
金

基

円
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円

費
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算
額
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申

付
交

）
定
予
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円
円

出
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そ
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附
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―

―

書
調
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基

円
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額

円
円

準
基
等 定積 算面

る
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単
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定
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額
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基

助
補

円
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合象設を

１２３ ３注

面備、
備内の

の欄積整屋欄

こ

額

式は、及消金

様にを

に

は、浄び火

、施化応

北 海

設地設

警備域 応感小

察

急染備 規機

交 模関

通整 仮症

へ

整 予の

道 公 報

点 サ 授非屋送

テ

常ラ 産内迎

イ 通ト 設消バ字 型

第

２
備

築

一非

初改

区設アイ

に 常 度

号

の
設

施
平種
成別
十
四
年
三

設仮備円

社設槽急設１
備満

福備備設整未

会整
施の事設にの

祉費工施
に備い数

設主費設つ端
はあ

備工つ整てが

整体
費てに対る 計事事い備
い面合

に、はつ象場

業

所

す房象て積は

要暖対

流 設非

備 授 防常

対産

施

通

設備 ス

報

費 策施装ペ 設設置

設

設

等

小 備 備合

設ー 備

備 整 整 整

整

備備備計ス計 備

報デ 備火スイ 装サ ・印 近ー 置ビ 代設通ス 設事 化備園刷 業 備

設

整 整整バ

整
備

備備備ス機 備

設 装 備

る 報 整

設般係 通
備備

整 設 分

整

備 置 備設

費備備

業
事

総

月
十
五
日

金

曜

置
設

日

対記１

る設人はを、 者

未

費工を象入円
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円

分の 分

な
し

北
。

る
め
改

に
う

考
備

他

堀
事

知
道
海

一
五
四

也
達



いに

４５６７

平 こ工は

成 と事事工備

十 と雑業期考減

四 さ費主」」額

年 れに体欄欄し

三 たつ」ににた

北 海

と 町帯合１２３ 市附注
の表付 務こ。本交 村事

原の

式、請

様は申 計費

、則場 計は

道 公 報

営確
経ム

業テ業

農ス事

報整
情急

援緊
支立

第

政
農

地事 第

区

号

事 名業

式
様

種

３
第

号

は
に

５６７

事工備
欄し

主」」額

業期考減

」ににた

体欄

月 実い及はは金

十 施てび、、額

五 計は交事

日

工工申種円

画、施付業
書ごと

に事箇請目」

書
る費又にと、

係雑所

金

設っ補税

も内はあの同

の訳

曜

場は率が

を明置て助額

除細

日

は

農と合
く書所着をな

施ご

営実度

経て年

業し

報ご事

情区の

援地と

支

計

テ一施

スに実

シと業

条市目シ備

確と画

ム葉

主 、
項業

２村事 業 第町

第区の工施 条地 ５体 第

は分 、農

又区 項
１種設

び、、額

及はは金

業 第

交事
請目」

工申種円

施付業
同

又にと、

所書ごと

箇
て助額

設っ補税

はあの

い

所着をな

場は率が

置

添欄及入場

。を」工記
しるに

を付にびす合

）

と

実る、ゅとは

、すは

績こ具ん
的予に当

報と体工も該

年事し

にな定、な

告。

日種と

っ有月業」

あ固
、ご同

は称を目、

て名

作る

緊て係

立しに
出及

事る設

備す施

整成実

急
要。

にと書

業こ計

にが

費長

経部

る政

す農

施又場

支箇設

）営工は

条内 経

容 認事

情画
計所置所 援

ム
テ度量

ス年

業 シ定

報

平着年

す合

欄及入場

」工記い

、ゅとは

はしるに

にび
具んと

、な

的予に当

体工も該

有月業」

固年事し

な定
ご同

称を目、

名日種と

績及額

来び実と税

及、

告事明

設番報びが

高地
に実か

書を書業ら

計等
っ主な

添入あ施で

を記
はご場

するて体い

付す
際にに

こと実と合

るこ

係定

着消

。の、は

と。

のろ

金こ

助と

補る

るめ

請度

申年

をり

付よ

交に

又の

、と

しご

＋

円

＋

工）日

立定月

確成工予

年し年 急
緊

日 備期ん定月

整度ゅ予
業 画経

計事

業総

事

工）
費

びが

地績及額

び実と税

を書業ら

等告事明

番報
主な

入あ施で

記に実か

こはご場

るて体い

すっ
、は

。際にに

と実と合

着消
の

額

び等税

及税む

工費含
除そ

ん控と

ゅ入」

し仕
日にれ

月額ぞ

年税れ

工

事

記てす

明い載

をつ記

画

助計

補施

該実

当業

は

す

実出

し提

関を

に書

金 円

告際

報る

績 円

助 書補 負 ）費 費 績道

実

そ

区費

配村
町

市 担
の

金

額

び等税

及税む

工費含
除そ

ん控と

ゅ入」

し仕
日にれ

月額ぞ

年税れ

工

る

記てす

明い載

をつ記

ら。

これと

るここ

す、
し

額
減

。を
と

一 た

五 場

五

る

場す

る付

す添

をに

合

し

す要

用を

使と

にこ

合 円

こな

る

こ

す、る

考
備

他

分の 分

。を
とら。

これと

るこ
合
場

た
し
額
減



線 北

土地 海

区

退平

道

土

任地 平成

告改 成

地 年示良
改 月第法 年

良 ３日

昭 月総
合 号和

日理監整

北 海

次 北

土の 海

地と

地深地

道

改お

籍川籍

告

良り

図市図

示

法役

・・

第

籍籍員

地地

簿簿昭の
和退 号

任

道 公 報

籍富籍海

成羽地豊地別
・

成町図町図町 果 平幌

の・

称簿簿

３籍籍 名 年地地

月
日

第

認 北

国証

覧

海

し

そに

道

た
土 の供平

告

。
調 関す成

示査 係る

第

類３

法 書。年

昭 は月

号和 、
北日

号

地 北

土区 海

の 道

換
地
告改

平地 示良
成計 第法
十画
四昭を
年定 号和

三め

法 ・

年 事備

の手
第 事い

律 監担

別事育

氏藤］ 第
型 ）
成 号

俊用 １
業 第

澤農 条

律出

海川法届

別深年の
あ
第が

町市

っ

度多一。 ） 多び各た 号

志度部第
第 及の条 南志

富付

調行苫羽天豊野

項

郡町郡町郡 査っ前幌塩

海

調行築豊部別

を者
た

の一

査たの町の

っ別富

を域部一部

地一

支

第 川

律 上

法 道

年 海
庁

え第

備）

に号

置
、２

て第

い条

月年た

十法。

五律

日第
第

）
号

金

条 曜

２
の

日

、 定
水 規

名治排 の
用 項

り

海払き よ

北住勇暗 に

真区 道

知厚、 、

道郡ょ
理 地

堀字整 土

町画 営

事

） 良

里） 改

美

規 成成成の 平平平

定
に 年年年
５よ
り 月月月

、

らで真 まかま厚 日日日

平平平平

改 同地
土
町 で

査成成成成成

調平

４ 行

年年年年年 を

４ 北４

っ 海月月月月月

３ た 道

かまか 期
知日日日日日

堀
間らでらでら

事かま

成の

平項

証成

認平同同

規

道り

月海よ

３北に

年定

堀国

らの

か事次

日知、

の
項

１
第

、査

間調

日土

野
良

富
中

、
り

よ
に

定
規

事 達

幹土

也所の 津 地業 篠 番
項 北

土のそ 海

規の平 道

定関成

地
告改
に係 示良
よ書年 第

り類３

法

清弥
、
ら
か
区
良

、は月 東里部栄

北

里

水

清清

達年
月 也
日

ツ
ー 前ホ

地北真美オ三

北幌女井

美 のク

区船狩

の也果

般成

一達の

名里

縦を

北

次そ 海

のの平 道

地関成

平

告 成

区係 示

に書年 第

３つ類３

年

地覧
ね

が
こ

町

月いは月

る

事関す

良の供

改そに

昭 をは
画類
計書。

業係

次、 号和
の平日

年土成

法地
事月

第良３

律改年
業

行ら 第
施か ）
の日 号

の

良畑良畑暗畑理

協日 条

地地 ょ））地き）

き畑

、

帯帯帯 、］］帯ょ

地
総総総 土総
整層 合合合 層暗暗合土

ょょ備改 整整整 改きき

）、、良 備備備 良

土土緊、

いい業 層層急区 担担農

土客農暗畑

用 改改整画

き地土村き地

事中中暗

間間ょ改、総ょ帯

山山

客合

地地、良農合、総

用備土整

域域農総業整

地整用、備

業総総用合

合合
整整改備排ほ農

備備良水場用担

保一）整地い

の農農全般備改手

て、 号

道成

日、平日

営
改月

地３
土年

良
のら
業か

事日
土

。道
た海
め北
定、

地日

の

い
置
え

備
に
庁
支

狩
石

般 ５
つ一 第

に、 ２
議間

覧北 お
審縦 に

ての 項
い

準
結供道 て
のに海 い

査
適。 す

、る事 用
果す知

手 良良備整

と 同
当堀 る

）排 支支 ））型理用 手
型型

水 援援］
業農

農、

土土

用、 独独用道 単単

改改、整

水画 層層

排区

業）型、良育

同同北北

業全型

用用］農保成

業
用用

水水画用

排排区用）］

ほ理水画

、、整排区 種

整暗農理

地場、、整

農
、ょ、暗

災備き道、

防

間

縦北北北同同

、

類）

縦
変の
業般
事一

良、
改

道

海画に海

北計覧北

更
める事

知定す知

道を供

成
平

、
て

堀。堀

た。

事

月
３

年

一
五日

六

ら
か

た 条
し達 ８

定 第
決 法

日

十釧

道道

海海

１
。也 第

道

海海海

庁庁

支支

勝路 場山志走

檜後網

覧道道

也

達達
所庁庁庁

支支支

縦
の

般
一

、
間

也



アイ

平 受提

成
十 付出

四
年 期書

三

北 海

講 形研講

修合受受 研集

象

農整理に込
対
申 態修

研手 業備、関

道 公 報

定目内

集修修

募研研

第

１ 北

平 海

成平農 道

成業研 告

機 年 示

度年械 第

北３高修

海月度
利期 道 号

立日用

号

町町

体
主栖津

業
事鷹標

北

地北川

名

月 間類

十
五
日

研講庁

の市ま学各受支

村め長修願農

市町と校

村長、開書業

町
又又受以講振

金

月立部

はは講下前道興

地農願

曜

１業務

域業書校の農農

の改に長

日

の農す

農良推」日大課

礎業知

械基作る者続 機
本識全農受 基知安識

の
ト関者を 操、に業講 修

クるは望 とラす又希 作

識業る 転タ知 内農す 運

緊従は トの、に者 、ー

員的容

ク易急事、 ラ簡

回業安

４５６７各農業
機全

回回回回

目目目目

基

平平平平のの

人械等
造礎

成成成成構

２機な

年年年年・的

修

農研間

月月月月能知

大
業

校級回回回

学初１２３

修平平平

研
の）目目目

部成成成

門

月月

お６７９

に年年年

同

名西線
５

区野南

け月

進
促 業
備

整
盤

事基

市

業普薦とか学、 の基

、町

改及すいら校

良セるう
ま地、

普ン旨。日各村

ー記にで区農

及タの）
出業に

ン所載提農協

セ

配

ーは行す改て

タ長を
受、こ普付

に、いる良

。セる

出講北と及す

提

し受
る込道ン）

す申海

願 ー修置よ講 タな措 容

所 数日すに 日４と書
う

海 場事 北の
者定 等間る

識

し 業入 農記 立を 道項

と ８５

扱技

日日日日取と

））及を

火火火火い術
整得

かかかかび習

））

備す

らららら

８

法。

日日日日方る

））））運

金金金金、

でででで操

まままま転

る３２

修
研日日日

か

次北）））

を月火火

と道ららら

の海かか

お知６５

実
り事日日日

ま

す）））

施堀木金金

備
整

盤

。ででで

るまま

種］
道
海海

縦北北

類）
道
農

農ー

こ者立タ

上根

覧道

り大各

。取業、

とを
み申

型込講 大見
得受

イ
寄 校 所最 学、 大

殊の
特

り
者 修業 講 研農 合受 集ア

作
農
、
作

又 対

集修修

形
修 研募研研研 業

アイウ農
２

也
達

態 修

受掛受問号課機

険番務

い 講金講若械

し高 合 料等者

支

場川室

ははは－く度

所庁庁
支

許手 免者
込

の

者
講

受そ

る受の市まこ

す
有
を続

町村め。

者講市町とと

又又受

は希村長、

又を
地農願

研すはは講

本望

修作業

受者域業書

修る

農 業の理業、象は 農械
農全能者業 機保、安技
験従 の基業、試に 械安
造に械業次事 構準機農
効械いよ ・基の機のし
れと 能く率のずう 機づ
取検用転にす と点利運
農作該者 扱整、操もる

員的容

研

期定目内

い備

業技修 １２３各農と

間

機術

回回回回

目目目

構得

平平平の習

人械を
造す内 成成成

は利

わ

年年年とる

せ 徴実、

地用 は 収費原
と中の修

、 し負則域研

海 いとし川農

北 な担

本改級

道 がすて郡業中

宿。農別良）

立 、る、

に大西及

業 泊業町普

農

る校美ン

学 係学仙セ

大

に

考他

選
の

経の里タ

校

許す

は不知

長は通

校又
定
さ決

出を。

提可る

、

、農良推

講はの改に

れ

講改及す

了受業普薦

修

書普ン旨

、願良セる

後

所セー記

おに及タの

お
む

一 ね定ン所載

五 ６のタ長を

七

月項に、い

か事ーは行

内記出講校

以を提受、

農簡機取す 、と業と当

業易械扱る
の 日上 ８以

歳 機なの作

立す 道と 海者 北業
農 間

月月月備

６９１整。

る

方容 ５２

、

日日日法

数 ）））転日 水月水運
、

ららら作等 かかか操
全

日日日安場

）））用

金水金利

ー 電 費研
話 修番に

号 費泊のう

番 食宿地行

及施１こ

び設）と

諸に又。

費泊最 － 経宿は

）す寄 －

、るり

テこの

キと支

講開
受、
たし

ス。庁 内

づ前
基日

に７
書日

願講
の講

考受
選に
てで

いま

る込に

に入す申長

上の

とを出

免、こ者提

同し
りりる

を寄。取す

許最

まま等

校
学
大

業。 農

取 識
知

的所

門

ででで専

ま

代業

ト農 線

、振

許

保便農

害部 郵

傷興 ）

者
許込

の申
講を
受可
、

可



計機管込
対
申

講講
受受

手 画械理象

北 海

修修

形研

修合 研研研集
業関械

目内農に機

態修

研

道 公 報

３
械

号課機

番務業研募

農
修集 若
し高

は利期定 －く度

地用

第

受掛受問

受そ険
アイウ

合 料等者 者

い 講金講 講

せ 徴実、

のわ ははは の
収費原 選

号

アイ

平受提
成
十付出
四
年期書

三

の能

作織技者続 の組、
済定農受の市 及経検

成

町村 検性試業講市町 び
資械希村長 討、験機を
すはは 機材士望又又 、

業 組理認る地農 械管の

作をはの改 織、定者域

機すの
運業受、農良 の

術利

に技入

械る導 的容

分て修す及用 農のい関
情安要 機野のるび必 業

件 組農識勢全条 械で知
技動導、 内 織業と・指
手業 用械能向の農 利機
農高習農法機 、のを、
作、械

川農
中の修

域研間員

回回回

郡業上１２３各

本改級回

別良）目目目
成成

西及平平平

町普人

仙セ成

美ン

１

里タ年年年

ー９

他し負則
は

番に月月月

海 いとし
北 な担と

、 考

、る、
道 校又にがすて

は不知宿。農
立 長は通

るに大
業 、許す泊業

農
校
学 出を。係学

大 提可
れ定経の
校 さ決る

話 受、修
電 たし費研

月間類

十
五
日

業

修願農

研講庁

各受支

講振

開書

金

月立部

前道興

曜

１業務

の農農

日

及 営安け受業普

日大課

ン

者願良セ 、全た講改
ン所

所セー

に及タ

書普
項に、

事ーは

のタ長

定

込

入す申

記出講

を提受

す業農利 作度得容

しる

を。

受用る機業用 業利

間 、え数日 託考日５ 委

海 農織場北 域組
地、等

安農 シや立 の営道 業運

６

テ全業 ス

地行
１こ

のう日日日

又。）））

）と月月月

最ららら

はかかか

寄
の４

り月日日

庁））

支日金金

食宿

業）でで

農金まま

及施号 願講費泊
番 講開
書日
に７び設

基日諸に

いま費泊－ づ前経宿

てで）す－

選に、る

考受テこ

の講キと

代

、許ト線

上のス。内

、町

ら校市

か学、
受可

協

で区農

ま地、

日各村
す
普付
良配
改て
業に
農

とを

、こ者

ン）
セる
及

りり

寄。取

最

大

付出 申
講受提

受

アイ

つ
なに校 化策所学 ム対
ど

修講 形研

修合 研受 研集

４

農
部
興で

振ま

対

態修

課機

番務農研募研

ウ酪
修集修 い若械

問号
し施 合
－く設

講を、
保便

許込害郵

の申傷）

可者

講 講 提受受

受そ

イアイ

ー
タ

はは の 出料者 者

講

類

手期書

込

付
受

ア
各
、

受の市まこ平受支

続間
願農

講市町とと成講庁

を町村め。
受９振

希村長、年書業

望又又

２立部

すはは講月道興

域業書日農農

る地農願

研乳テ法象 内搾ス方

者

構果

理の結 容者 生ムと

修乳と検 の農 搾造の

と

又 順扱 能者 手取討 技業

内 得農 基、 習は のい を

ミカ るに 、ル す業 本ミ

は利期定目 わ
せ

地用 は
北中の修

、域研間員的
搾

海川農

道郡業平

な

立本改成人乳

農別良

酪

業町普年ど

大西及

機

学仙セ月農

校美ン

原 選 書徴、

の

里タ日械

いし
なと

類考他し則
収

通、、

受支校又にがて

農は不知宿農

講庁長は

に大

書業、許す泊業

願
振提可る
決る校

道興出を。係学

期
農農れ定経の

立部さ

め。修

とと研

まこ各
間

書の

願月

講前

受講

、開

はの改に業務

）学、

、農良推月大課

改及すか校市

受業普薦

各村

願良セるら、町

講
書普ン旨
記区農

に及タの日地、

所セー

）業に

定ン所載金農協

ーは行ま改て

のタ長を

普付

項に、いで良配

事
記出講校及す

を提受、

検 容し カ点事 ルー 。従

日す 日３と
う シのよ ー

立
道
海 場北

者 等間る 数

ーに 電
番地行）す

話番に火関

１こら専 号のうかる
門 ）と
又。日的

－は知

最木識

寄）、 －
りま日

ので常

支点

修

業務たし費研

庁検 内

大課受、
願講費泊

学、講開食宿
び設

、町書日及施

校市
地、基日諸に

各村に７
いま費泊

区農づ前経宿
はる

業にてで）す

農協
良配考受実こ

改て選に
上の負。

普付の講費と

すら

薦か

推日

に１
及す

る
記で

のま

旨日

一載

五を

八

入す申長セる

校
、
い

行

こ者提タ

しる込にン）

。取す、

最とを出ー

、

所学
大

業
農

りりる各

寄

業び

農及 線

校

振衛

担

便農理

部管 郵
興生 ）

す

ン）受可と

セる、許
許込。

ーの申る

タ講を

る
す

出
提

に
長

各可者

、



受

アイ

平 講 受提

成
十 付出者

四 の

年

選 期書

三

北 海

対
申 修

講 研講

合受受 集
部診穫本象

各障収基込
手

道 公 報

集修修

形
修 研募研研研

研

期定目内

態 修

第

バ

険番務ン

アイウコ
５

金講若イ

受掛受問号課

い 講

しン 合 料等者

は用

わ ははは－く利

せ 徴実、

地研 収費原

号

選
の

の

者
講

受そ

月 間類考

十
五
日

庁長は

まこ各受支校又

。修願農は不

とと研講
振提可

、開書業、許

め
受講

金

立部さ決

講前道興出を

願月

曜

業務たし

書の農農れ定

に１

日

の断作運

推日大課受、

系

造対体

構と業転者続

町 働、、農受の市 と策

者を町村 き作作業講市

始条機又希村長 、業業

すはは 業件各は望又又

作の業る地農 点と部農

の改 要業脱に者域業 検

・事、農良 領方着従は

２各普知

間員的容

及法

型及

回回回通識修 １
目目

成バ能

平平ン技

人コび
イを内 成

取す

６７の得

年年ン習

は

月月

担と中の

、 し負則域修

郡業

海 いとし川農

北 な

立 、る、本改

道 がすて

泊業町普

農 宿。農別良

係学仙セ

大 に大西及

業

経の里タ

校 る校美ン

学

ー 電 費研
話 修番に

不知

長は通

校又に

考他

出を。

提可る

、許す

は

講開

受、
たし

れ定
さ決

すら校市願講

薦か学、
、町書日 る

地、基日

旨日各村に７
いま

記で区農づ前

のま

選に

を業にてで

載農協
の講

い良配考受

行改て
、許

校及す上の

、普付

業普
にン）受可

長セる

整よ講改及 び及調し受
書普ン 、う願良セ 故び

所セー 日すに及タ ３と

北のタ長

者定ン所 間る

提受 道項に、 海事ーは

業入す申 農記出講 立を

２扱る容

しる込

・

日日い。

か・数 ））作日 水火操

４備

らら整等 か

法

日日方場

す

まま関

））に

金木等

泊のう

番 食宿地行

でで

及施１こ 号 費
び設）と

諸に又。

費泊最 － 経宿は

）す寄 －

、るり

テこの

キと支

開

代業

ト農 線

ス。庁 内

前
基日

に７
書日

願講
講

講
考受
選に
てで
いま
づ

タ講を

受可
、許
上の
の

者

す、許込

出ーの申

提
る各可

料 者

講 講 提受

受そ

イア

とを 学、こ者 大

は の 出

りり

寄。取 校最

る

対付 申
講講受

受受

ア

的
門
専所

修

形研

修合 募研研研集

態修 集修

、振
６

保便農

害部 郵

傷興 ）

問号課作 番務研

イウ農
修 い 講若業 受

し安 合 者

者
許込
の申
講を

は－く

可
の料す

講と
受担

そ負
ア

考他し
収 選 書徴

の はる

、

受支校又にが
い
な

類
農は不知宿

講庁長は通
可るに

書業、許す泊

願
振提
部さ決る

道興出を。係

手 象期

込

農農れ定経

立

農受の市まこ各

者続間

め。修

業講市町とと研

又希村長、開

者を町村
はは講前

は望又又受講

書の

業る地農願月

農す

定目内農ー具

に者域業

員的容業保の 研作の類

農の準方

故基扱

事安取
、 回回作修実に法 ３各
業態基
とづ緊 目

止点措 平全防く急 人安
関対検置 内 成に

策整に

は期 全 わ

、備関 年す

せ 、

地研 は 原

農

北 と中の

、 則域修間
回

道 て郡業１２

海 し川

農別良目目

立 、本改回

大西及平平

業 業町普

農
学 学仙セ成成

大
校 校美ン

他し
収
徴。

の里タ年年

す泊

知宿

通、

にが
い
な

務たし費

経
る

。係

るに

大課受、

業
校市願講費

学、講開食

各村に７び

、町書日及

区農づ前経

地、基日諸

一 農協いま費

五 業にてで）

九

良配考受傷

改て選に、

及す上の保

普付の講害

農良推日

従はの改に１

すら

し受業普薦か

事、
よ講改及

う願良セる

及タのま

と書普ン旨日

所載

る所セー記で

すに
ーは行

のタ長を

者定ン

校

を提受、

項に、い

事

月知ト方す ２る

記出講

識容ラ法る

クと知

技タ工識 日と

間 習数日 ）を日１ 金術

立
道 。海 る場北 す

得等

ー６１ 電 研
話 修番に月月

番 宿地行

施１こ 号 泊のう日日

設）と火火

に又。））

泊最 － 宿は

す寄 －
るり

この

と支

費

。庁 内

傷
、
）

費
経

諸
び

及
費

食

受可掛

セる、許険

保
害

ーの申は

タ講を金

ン）

申長

各可者費

、許込実

、こ者提

しる込に

入す
りる

寄。取す

最とを出

業
農 線

校 所学
大
業

農

り

振

は
金

掛
険

便農
部 郵

興 ）

費
実



受担問号

受そ負番

アイ
い 講と 講
者合 料す

のわ はる－ の

せ 徴。 選収

北 海

込

付出 申
講受提

受

アイ

手期書

道 公 報

修講 形研

修合 研受 研集
の本象 内農ー基

対

態修

研業

第

７

若械

課機

務業研募研

農
期定目 く礎

し基修集修

地修

は研

号

負番
イ

平担問号

成い と
十合 す

四わ る－
年せ 。

三は
海 い川

北 な中
、 考他し

は通、本
道 校又にが郡

泊町
農 は不知宿別

立 長

大 提可るに西
業 、許す

さ決る美
学 出を。係仙

れ定経里
校

電 たし費

話 受、番

の市まこ各受支

続間類
農

講市町とと研講庁

受

開書業

を町村め。修願

望又又受講振

希村長、

月立部

すはは講前道興

域業書の農農

る地農願

大課

はの改に１業務

者

容者 機仕運

、農良推日

女 取検作

の点操

械業転

。農 い安 る性 修扱と す

内又 全業者 安作業 と全
ク業 、ラ農 識トは 知、

域間員的

ラタに ト

）１２３各農

農性

の女

機

改回回回回業

業
良目目目

成取

及平平平の

普人械
扱

セ成成

ン
ー６１２、

タ年年年い

は

に月月月農

月、

十北中

五海川

日

大西
業町

農別
立本

道郡

金

校美
学仙

曜里
電

日

講費の
番 講開食地

話番

書日及１ 号 願
に７び）

基日諸又

いま費最 － づ前経は

てで）寄 －

選に、り

考受傷の

の講害支

、許険農 線

上の保庁 内

業普薦か学、
受可掛業

、町

講改及すら校市

受
願良セる

ま地、

書普ン旨日各村

セー記で区農

に及タの
を業に

定ン所載農協

所

配

事ーは行改て

のタ長
提受、普付

項に、い良

長セる

記出講校及す

を
従

しる込にン）

入す申

日１よ
し タの事 クー 容

女 北る
す 等間と 数日う

作

業
農
立
道性 海 場

行
こ安

う日日日業

。）））等

と月月木全

地

技
と
識
知
な
的
礎
基
の

１ 号の
番

）
又
最 －は
寄 －
り
の
支

業
農 線
庁 内

講を金振

許込実部 郵

の申は興 ）

可者費便農

受

アイ
講 付出講者

受受講 受提

とを出ー

、こ者提タ

資

りりる各

寄。取す、

最
に以講 有法年

を２受

ウ

学
大

もる乾

るよ上申

す

校 所

研乾法で 合受者 集アイ
の 対設よそ 修燥に、 講

得
習
を
術

備る

集修修

形
修 研募研研研
態 修

振
燥 務

乾
８

便農
部 郵
興 ）

書格
の く利 し設 若

施 課

に

間類書明考
証選 願 期

校又

成立部に長は通

平道興
農農同は不知

提可る

年業務じ、許す

月学、出を。

５大課。

日、町れ定

１校市さ決

学備続

等設手 の高燥
込

計受の市まこ

に設
校の

め。

い・講市町とと

お
作希村長、

て製を町村
はは講

科・望又又受

理

書

統査る地農願

系検す

後 関構備す

の又者域業

取学１ 係造・る象の大

常識者扱又年 法並異知

上 、に時、作は以 令び

次に等乾 乾取の修業高

置試の５専燥 燥扱処了

備に、験い年門設 設い

上校の 及関乾ず以学備

る作か従に設 びす燥れ

い・ の知業に事お計 そ

研

期定目内

附識の該し

乾い習

間員的容

平

設のす

成人燥て得修

び安

６及働。

年備労る

そ全内 月

の
域修

地研

は用
日の衛

し

タ
ン
セ

及
普
良
改

業
農

各村た

）区農講開

水地、受、

ら業に書日

か農協願講

改てに７

普付づ前

日良配基日

）セるてで

月及すいま
講

でタ考受

まン。選に

ははの改に

、上の

ーの

業普薦

規取、農良推

正

る

学の講改及す

の扱受
業書普ン旨

科作願良セ
セー記

専にに及タの

を

を

し事定ン所載

攻従所
た事ーは行

てしのタ長
提受、

業経項に、い

卒

製

たを記出講校

し験を

す経理作 属・管当たて

備検にる験科・ 設点理

有統査 の整関農を系検

とる正は ３者すの又

業

い

るの扱 間す者規取 日

業 道を作 海科の 北。学

附生

攻に 立専

）設容

水属法

らの和

か備昭
構日

等 並法数 日造年

場

）に第

金び律

まこ

行
に
ー

のに
ら）

でれ号

。
と
こ

う

一
六
〇

申

庁講を

支受可

各、許 申長

振可者

業許込

農の

ですしる込に

者有入す
最とを出

、る、こ者提
りる

のの寄。取す

そも

し 大て事 業し従 農

後り

基

た験
し経 校業た 学卒

に能
識技所

知く
扱づ

取
つを



受受

平

講講成
十 対

申

四 装の込

年

手 置方象

三

北 海

態修 修

形研

修合 研研集
素備試

研ガにの験ア

内

道 公 報

定目
集修

募研

第

９

若

問号課接 番務研

ウ溶
修 技 い

し 合

は期 わ－く能
研 せ

地

号

講と講

受担受

そ負
アイ

徴。、

はるは の料す者

に法 収原

月 関者続

十 す五 る日

礎業講市町 基農受の市

識又希村長 知者を町村

、は望又又

金

ー業る地農 ア農すはは

曜

溶従はの改 クに者域業

日

容ス関構ー
接事、農良

び接

接る及溶

溶す造ク
関 を修使識取に 能に知

る 得すガ方す 習用、扱

内 る可溶、知 するス法
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同 ６ ）とにる 第 １こ分

特が に はる意 項 又。係
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道武武瀬

丸

の前

変後

線
布

瀬間番上

敷
前別

更
地

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

標標
中中

郡郡
津津

標標
標根

上計
字字

町町
津津

津別

ま 林盤班か先

森市小先
ま

理国先で の管尻地ら

林で

北署有

海区

石 道

平同

堀
事間班森

知林狩

用成
供

海

開

定道
土 り らで幌 よ かま札 に
現 次木 、
の業 道所 路に の備

い を置 用え 供

の

海
北

員らで
かま 幅

道延

知
事

網 に

道 定

海 規

国重

堀長

業 路

現 道

木 、

土 り

走 よ

置 次

え を

備 域

に 区

所 の

い の

かま
先先

地地
１８

番番
らで

達始
の
也期

ら成
か平道

日路道

の
日

幕 ２
、月広

間３帯 線 週年別

。示 る告 す、 始て 開

北

道そ 海

路の

同同

道

法関 告

係 示

昭図 第

和面
は

同

の間

也と区
等複

達道
張

当江夕

道道道

道道道

り

、 お

て と

浜奈岩

別別

道道道

後道道道

変示
告

和

別 部寒

江
乙幌 赤

前後

芽 一

中ら

覧
縦
の名線

般日室
用市
郡 す広

川 供帯

に供
札 開南

町通
別 。大

幕 る

内

年、 号

建
第道
律海
法北

設

知知知部 号 空空空空空

第 郡郡郡郡郡道 ） 知知
栗栗栗栗栗路
整

町町町備 条 沢沢沢沢沢

２ 万字万万万課 第 町町

益井見

項 字西字字字及

空

線線線

港江沢

雨石石石石空班

郡

竜狩狩狩狩知地林知
栗

郡郡郡郡郡郡先班

幌当当新新栗か

町

加別別篠篠沢ら小沢
地万

内町町津津町空班
郡先字

町字字村村万知
字 字弁弁

雨加

らで線線線

かま竜内 平

雨 滝滝
川川別別竜

市市市市郡

江江常常幌

部部磐磐加

町町７４町

乙乙町町内

番番字

らでらで

かまかま

１
町番

ほ２
ず 始目

み丁

の

地

北先 番

海区ま

一 道で 地

六 知先

五

二二二び

供平

堀
事間か

規 見字見見見北 の 二万

１１道 定 町１町町町海

番１番番番帯 に １番１

先土 り 地地地地地広 よ

かまかま木 、 先先先先

業 の でらでらで現 次 ま
同同え 供備 のに 路所 道

二栗ま二 番 沼華華

町 １ 牛別別番見沢で見

地町町 地 番番先道万１

地ま ４１か有字番 番先

見先 先で 地地ら林二地

先先

班道ら でかま林町か ま

有

らで

地３沼

同同同同

小林

１７先地牛 番番
か先 地地

先

かま地 で 先先番 らま

道
海
北

同同同
ら

か

らで

用成

釧

開
達始
の
也期 す、 始て 開い を置 用

日 。示 る告

所
業
現

木
土

路



ぶか

点地境メの結点点

か境界ー点

界線ト線ら ら

、南
東

国点 線沿ル
点）点に

有） 沿いの点

海を いに

浜結 に高をと
結ぶ 日砂

北 海

日１い

そす９の１

供欄

関。成高の字た

のる平

胆事線 社 係

台 図年振項、

面３沿を
海のと
番 は月岸次点
１ 、
北日岸と

道 公 報

北

昭 海

和 道 中田ら依

告 田 川中河

年 示 郡川川

北 番第 幕郡敷

別幕地海 ２番

町別）道 地２

告 先地号

依か字先で示

字町ま

第

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２
間３類名域

図週年種区

は、月

面
、一
北般日道幕間

号

更 北

道し 海

、 道

同
路
告法

平条 示
成第 第昭
十和２
四項
年の 号年

三メ 地 規

）線番ー 境線 の町点ぶ

町丁を、１ト 界、 出４

南ル 線

ぶ点西の 沿点 ５目結

角点 いと 丁

線と 目番か に

点 １、ら 南

か 番

東）ら 北点 番西番南点

角８

南 東と
字 東南にを
結東 角東 角

ぶに 社 点角 台メ

東

）か線

西 道全り番 角 海保お

建区改
点 設域め角
） 部のる

高） ら 防日点 か 砂表。
海 課振結 有 害胆を 国 災

の、 地 び岸線 浜 及沿ぶ
境 北

第

後
別

の前後号
保

岸
海

全
区

らでらでの かまかま域

広変

道縦帯

海の道別

指

部供室前

設に芽更

建覧

地 備
整。敷

路る
道す線

法

北員 び幅 及

の 課
月律定

十第に

五よ

日り
の 第

路 ）道 号
供
条 金

１
を 第
用

曜

の
始 項

開

日す

ー 点ら、 ト 点メ ま ）

８南点 まルー ）で番南

でい南東と でのト ま引
引点ル
点 いの 引た東に

点 い線角

か た
線メ点 た、か
らら 線

トを点 、点南南 、ー）

と南東

東に 点ル結）

かのぶを 点

結 か点に ら点線
、メぶ らか 国

沿 室老と 線 道白点 界 海

い 蘭海

木海の南 に 土北岸番

現道白東

所事町南

業知老角 番
西

え海）

備堀項点 角

にの

）
定

い保結 点

置岸を

の
一
部

改
に 区う 複よ

重の
次
を

北長

広
帯延 道

海

す
正

間

事道

業知国

現道

木海

土
い

置
えの

備堀と

に等

所

路
道

、
り

よ
に
。 定

る 規
の

次
を

域
区

の

ー線 国ら
海ー点点ト 有、 南 有メ
に 浜ト）とル 海

の点 ルを 浜地
北

そ 都 海

市の平 号 道

計関成 ） 告第 画係 示

書年 事 第

業類３ 条
の

線 ま

て達全ぶ ）

のは月

覧也域、 で

縦区

２
にの引

市変名４追名５

都

５す５覧

計更・加・縦
供

をる・る・に

画す

部

る
定部

の平

。 期成
日

変１ 北

都更そ 海

しの平都 道

た都成市

市
告

計

計
。市 示画

計年画 第

画３の

法

也開

、用

て達供

の月種

点３結ぶ点ま

示始

告
秒

ぶとれ
た 度か点線 の

らと、 方線

向、点区
か域 分方
向－点
－ら

とル
変

り
お

と
の
か）

点点点
を

南点結

ら

規 施、 号

当道 よ に海 に 行北日 定
の そ土 次 り幌 、 た札 り

所 り 業業 お 事現 と の木
す を備 示 画に 告 計

す 分
麻野 土都 大東 たる

め分

央 区画 総 の計 中幌 地市

称園称園図 公 公 域の 合
り 位江別お 位江と

の
書

昭

別市

類 図 号和

書日

第海

律北園

法、公

年は
道
建

都 第

部 ）

設 号

市

と

計 条

角３
４南 秒点高
砂 メ点東 の

ら町 ーとに 方度か

向４ ト高 方 分丁 ル砂メ 向

の町ー 目 角

地２ト 秒
メ 点丁ル の

目の 方度番 ー

東 ト点 向
分角 ル －

か の番 １２ 点点 秒ら 地

結、

にを線

東）ぶ

東

ぶ
大 ト、と ー線点 メ

目
東丁 点と５ の点町 ル
町
５ 点

い 。 更置 る 変え ）番 丁

、般北

で一

の、

たて

し

事

計覧知

市縦道

都の海

す堀

法供

画に

町

麻東

大幌

市野）

昭る

が

麻ひ

大さ

、あ

町、

中

課 １

画 第

野
東

、

町丘

宮

北 に

置 定

え 規

備 の

に 項

般知 、

一道 り

て海 よ

い
に 画

覧堀 計

縦 市

の事 都

方東 ー角 ）） の南 点メ

をを か

ル －ら 結結 向に ト

ぶぶ
メ の ２南 線線

点東 、及 ー 地

び ト 点メ ）に
ル ー を －
結

と 点 ル － ぶ
１メ点 の ト
３の 線
点ー

とト

点 、ル点 地

結 ） を －
－のを 点点 ）

を３ 目

１点

南 結
、南

線２角

ぶ番東
東補

点角点

とか 一ら） 六点南か 六

向

らに方

か東ら

南

和。 を置置幌

第
律也

法
年達

也 お

。 と

る達 の

す 次

供

り

を ２ 点ん 結

だ －結 ぶ 点
、

ら点線 線４ぶ と
か

）、

方）と 点線
囲

向をに －

角
角２－を結

メ 東
にー
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ーの分
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北

そ 都 海

市の平 号 道

計関成 ） 収

告

用第平 画係 示

成 書年 事 第 の条十 業類３ の四 のは月 規 部

年 施、 号定三 分行北日

北 海

２
類務び

収都種施事及事

者地 計及所名 用行業 市
事名所 のの の画びの称

の称地在

業称在 名所 部
分

道 公 報

１

務び

成都種施事及事

平

市類行業

びの称 者地 年計及所名

名所

月事名所 のの ３画
業称在

日の称地在

第

北 ４

そ 都 海

市の 号 道

計関 ） 及事収

告

画係 用第 業 び

示 地 名

書 事 第

業類 の条 称の
部の のは 所

施、 規 号

行北 定 在分

号

市類務

都種施事

１２３
所 の 画びの 者 計及所

行

に

の称地

業称在 名

事名

月 よ に海

十 り 当道

五 、 変た旭

日

の木 の なそ土 次 更り川
り 業業 お 事現 と し

金

示 画に 告 計所

曜

る 変え す を備

日

北室

。 更置

変室

海蘭

し幸 環 圏 な道市 号 蘭 更

画番 ） 計９ 通 市町 状 都
道

海蘭

室北室

業北

事
路号

計９

市町

都幸

圏道市

蘭
画番

道

道 よ に海 に

業北

事
路号

なり蘭 、 更た室 り 変当
事現 と の木 の しそ土 次

示 画に 告 計所 り 業業 お

札

。 更置 る 変え す を備

都中

沢道市

見海幌

岩北

画南

計区

市央

道
事西

路条

業

丁

、般

で一

の、

たて

しい

法供

画に

計覧

市縦

都の
す

和。

昭る

海
木

・土

４蘭

・室

３道
現

海

び
及

通
前

駅

所 北

業 号

木

北・土

４蘭

・室

３道

海

現

堀通
大 事所 港 知業 号 道

般

で一

の、

たて

しい

）

供

画に

計覧

市縦

都の

、

す

法
和。

昭る

号

・１

４番

・２

３目
幌

）札

通道

前海

駅北

号

現
木
土

１

第
律
法
年

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

３

事名行 ののの 画び施

業

・
４

・
北

都の

４

海

変平 道

更成

市 事収

告 用 業計
を 示 地画
認年 第

可３ の法 の
部

及

そ

１２３

也
達

し月 所

市類務び

の平都種施事

計及所名

行 関成

者 係

事名所 の 書年画びの称

は月業称在 名

類３

第
律
法
年

北 ３４

都 海

市号 道

計） 事及事収

告

画 用第 業 務び

示 地 所名

事 第

所業 の条 の称の
部の

都種施

１２
所
業

在の 所

名の 画び者 計及
行 市類

業称期 名部部

業称名

事

札昭変変

称の間地分分
なな

幌幌和更更

札
市圏

計月

市６

都年しし

画

昭

園か

公日

た 号和 在分

。日

し

第 な

律 更

法 変

年
第

）
号

の称地

条

、

海走

道斜朝北網

海
北日

）北

走都通道市

網里日
道西

現画条

木計７

土市

備業目

に事丁

所路３

業

施規 号

変当よ にに 行定 地在分

次 市なり、 川更たり 旭

お ６事と 山のの 永しそ
計り 条業
告

旭北

の称

す 目を示 丁画 路
道
画

計
市

都
圏道

川海

５成

業平

事ら

事

・
５月

・３

６年

号

一 モ日

六 エま

七

規
の

項
１

第

園
公
沼
レで 次

知 、

道 り

海 よ

北 に
定

え

お

堀 と
の

事

網

て４道

い・海

置３北
木

般北号土

一４走

、・
知網業

縦道里現

の海斜

す堀及

供通

に事走所

覧

変

るび

る 更
、 海で 北の

た 地し 番。
法 木画 土計 川市 旭都 道
現

業

昭 業

道旭
海号

北７
・
３
・

３

達 市
都

り

堀
）

事通
知町

・
達４

・

。３

事

也 画
計

也

和 所

号

也
達

第
律

法
年



２３４

道約海札入

入次契北入

にい成が条道執

札の平
行項札行札 参ず

市場場

加れ年うを幌の

海名す中所

すに北指示

者該道競場央及所

るも

北 海

１

数達

札調調契納

入アイ

付を達量を約入

に達調

るるする期場

すすをす

物達品間所

事物る調物

項品

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成

アイ

告 事事

お 示 業収使

り年 第

施業一３

用用 の

のの 行般月

部部競 号 期
間地分分争日

第

３

使市類

事事施都種

アイ

び 者 用用 の計及

行 業収
部

行事名 の のの 施業画

地分分称の

期業称 名 部

間

号

２
施都種

平行市類

成者計及
十

の画び
四事名
年業称 名

三

日

に当告争所区び

称の

第札３時北

必す示入北

に条海

要る
なこ
にす６札

資と号関西道

定指目市

規る丁幌

格。

停海区

るを北央

す名中

等

のさ出３

品止道北

物

仕平北

の等定の

等品予

道

称名量様成海

名の数

及称等
年札 び

４幌 数

入月市 量

札１中

説日央
３

紙書ら北

用明か区 枚
に平

平変変

札
入

なな下

成更更以

年しし

」

月札

２入

札札

平。

らう

かい

日と

市圏

成更更幌幌

平変変

計

９市

年しし都

９なな

画

月
平業

ら事

か園

日公

月
十
五札札

日

計
市

都
市圏

幌幌

金

緑
画

曜

事
地

日

６

入て局西

購れ納条

業

い管目

資な品丁

のい物

る
す。
有と課

をこ理

格

西

３よ成条

。
と
こ

再る

質月目

上３丁

生。年６

北
海紙

日北

た 事で道 当 知ま海 枚 道

等 価舎 単庁 の 堀本 り庁

を

成）
る

月す

３施

年実

・

成３

で
ま
日。

３・

年３

月

号
公
き
い
き
い で北 ま拓 日 地

緑
川

戸
茨

号

のの細

契こここ詳

アイ

、

に入公入は

約名所の

す及のの入 在 関札告札

也
達

に入入わな算

そ号問加
、た

札掲札札ずおし

開

に消消合 ののげ金書、

９

入に記費費計

時る額

１入

８
交札の約

落北項札契要

海

付の定効作

道 者規有書

定よ入の

務 決にな成

財

５６７
園

方

札便便札交

入入郵郵入

にび明付

保等及説 札
開

報の場

金よ電書 保 札証

日はる

び内執札

日場
札札

入開

は明

事称地契容行説

る

公に

をは予、書

務約は
調で開よ

担北郵電、定

番番達あする

当海便話

る出号号手りる。

す道
組納続、。

の変 織局

止す

の物－－停更

名品

等る － 称管

等額

お札係載税税金

に

る抜相に

い 他及るす等

、こ費金き当１

てび消

格は未

２の税額価額円

告び、相、満

に公及は

該端

定に地消当当の

規
め消税代数

す定方費額

る

価のあ

資る費等単金が

を札係）請る

格入税に

法定に否

則 方り札要

規

法

予。

和たる

昭め限

電

北 番場価し

年 話の定）

道 で者

海 号所格た

交単を 規

す）札

則 －付価落

第

るの者

札よ付所

、入に交

証

－
北

す入関

除るに

時金免
る札す郵

認事番道

に。はる便海

。な納

じめ項号出

同

局 い

品

。－物
管

時所
同

海成に

北平
道

１月
庁３。

本年じ

階

及理がこ

出
日

有と び課北

りが

札るり 内 在道得有

所海

る

幌。得 線 地

市
中－。

央

以ると求と

西
条

３
北

区

は

し関下課すのき

有に
なす税ると
とにそ

いる消事こき、

件税者。加の

者条費業
あす数 しに等で算端

の

額 入反とるる金 た違」
たう免とを 札しいかこ

財入。税切 、

の業費捨 務札）事消り

は

号 。制と
限す 。
のる

線囲 内下範。

以
で 財内
務
低 規 －最
則の

う
い格 と価 」

中
市

幌
札
道
海

北課
理

単

局後
納午

西
条

３
北

区
央

札時
入１

室
分

一
六
八

則、取者税て 規

目
丁
６

いあ相。 第無扱で等る

効
とる当）

。
各るをを

すか額。 条

を 第） ）価 。
も

目
丁

６

第て
っ 条



平
成
十
四
年
三 職バ社道株

北 海

次

件時所

事日場

１２３

私士殖張要平

道 公 報

通平

そる道とる

すのよ

成バり知成

の。平北お

別

ス争が 冊

式行っ３

は年株議あ年

北月会為た月

、３

社を。 海
道日行日

第

獣と

のそる鳥の

冊す冊
り

お別成保お

との。平

護 り冊
９、３狩ゾ

第は年及エ
ニカ

次北月猟シ

北海
海道日関保

号

関
ニ

猟
狩

及
護

保
獣

鳥

月 場道ス、南式

十 北株北バ会

五 バ式海ス社

日

株社拓式北

ス会道株、

会北バ社道

式、殖会海

社紋ス、北

金

旭ス式館バ

、バ株函見

曜

電式社ス株

川株会バス

日

バ鉄求成の

気会、株式

会

鉄別
総軌ス道に
す３に

連道、、関年社

宗し見る月お

北、く北

い

海
道谷ろバ係
）午、

地ババス争日て
鉄

労、、が前私

方スス
見室張時総

働北根主０

る降北

合バ交す以連

組

、

境表旨

環代う

及ス通

社関

部役働

活締労

生取
法

自赤整

室調

境長係

環
環

然坂

管

道環ス護
課稔和

境昭

活律計

獣生法理

鳥境ル

護部画

保

７立

業境正樹

事環大を

を然法た

画自年し

計室
立境第

樹環律。

し課

ル
ス

公

律
法

第
律

法
年

７
正

大

道、し会社

軌社く式会

ス株

式走バ、

株網ろ社

、株式会

社ス株式

会バ
、ょ

別会社じ

士式会社

株十室て

道、根う

軌社

本海

会バ通、

式勝交つ

そ部道金問道

び支、賃
バ上解方

の紋南引題地
働

北部分スげ決労

支別
函び至組

海等会、及に

道、

間まの

知道網館年る合

ババス臨で組

事北走バ
給期員

堀スス、時の合
従

旭十山及間が

、、定

川勝渓び

及

律

支か法

びほ年

庁
に北社第

備海か
平第

お知、）

え道ら号

い事

て成
条 、堀

号

の月項

般３１

一年第

条

庁１

支第

。び）

た及

知第

え道３

備海ノ

に北

規

、堀の

て項

い事１

置

第
）

号

のに

般定

一

表

定
規
の
項
１
第
２
ノ

条
１

鉄

、株式張

社ス株夕

に

事１

、

谷会社道

宗式会

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
十

区地

計
了 勝画
し年域域 支

た３又の

法
庁

。月は名 告

ス道のす

達電バ鉄そ事

夕の全

也軌、、他る

気
日平

北成２
平月

、
道拓

海
道年か成

立度ら
年 野に

５の

森け４月

幌お月３

に

に也、定

覧日規

閲達

川振高

檜上同胆日

供次

り

閲達よ

４４同４４

山

石同同

査
供別

に也、

覧

名狩

の成庁 次平
を支

と
行月検５同同

り３
お年

良
改

畜 概

家

４

別
、
り
よ

工称

昭

殖 要

増

示和

日区 第

に ６

含

年
号

第
律ま

法

中
幕 第

郡４ ）

川番 号

別第
町１ 条

林る日

駐道に

園海で

公北ま日

支

た

条記し

場年更

車百変

例念

庁 塔。
車

和駐
昭前

月月月月

年場

５
日日日日

公

金栖深浦内

今鷹美豊静

河西外橋日

町町町町町

査月 う
。日の
日
期日

検村歳庭幌 町
市千恵札

法

位大中下

査
名市市市

総所

和 鉄業

昭 私事
を

律 海等

法 北鎖

年 連閉
地行

第 道
方う

旭工 第

組第

働）

労。号

） 項

町区 １
に

道の 定

海９ 規

北番 の

勝ち よ

十う

一 支、 る

六 庁幸 次

九

の 行

尾番 発

１ 開

長町 の

告

例道
条海
道北
海び

北及

示

村道

号の海

５拓北

第開

堀

条車
４駐事

第前知

）

島永崎本家
高

規の
の場

健

農農農正保
畜

告

馬同
前
所

生

場場場弘衛

用

同同肉

成隆揮

場一末

西島川 の
道置

海
北所

４

の
堀畜

家馬同同

事
知

第

の項

そ１

び第

及条

合

定

行規

がに

等号

部２

支

山う 為

行地

議る

争す

う

す

篤、 関

ち に に用
定供

、

工３
冶番 る

、４
きを也

づ間
基期達 時

に臨

為方

也
達
類

種

牛

て検

し畜

抗種

対



帯北入入になる

道す

５
保付、

札 広海札納お。
札

は 東帯証す落

者 市道

入 条土こ者

、 ３広金る
し ３現。契

札 南木とが

北 海

３４

広海話札

び入帯北電入

成心破札

行

年成神産心市道番執

広の

被年耗者得東帯号

後被弱で書３

場 見後以復、条土

所

３現－ 人見外権契南木

・人のを約

道 公 報

札札の 物帯 入入次

１２

付参ず 番－ ににい 件土
帯帯 るすに

す加れ 号１

地所者該 広広 土るも

第

北

次

３

海

の平 道

と成

開

帯 発

お 広 許

り年 土

一３

可

木

般月

年

現 月

競 業 日

争日 所 及

号

発及
開所

２
平許び
成可氏
十を名
四受

年け

三

締

う 目所を

よ 丁業約

た

る 地会し

す 番大結

と １

き

のと

額 室い

金 議な
は

該 ５

当 の

、 分

目所－ 被又原得条丁業

保は因な項

佐被にいそ１
他地理

人保よ者の番管
線 は人準関部内 又佐る

被と禁係用

補み治書地

助な産類課

含す

とれを示

人さ者を

に当 市市

て者む場

しる

び必し 西西 及

要な
者 南南 札ない 条条 入在

丁丁 時地格と ９９ 日資
る 目目す
。

面

２
番番 番

入

積

告

札

び

示 番道

第 号

帯以 ６

下 号 広 平

土
札

成入
木

５と

年」

現

月い

業う北

日。海 所

月者

十の

五住

日

郡町
川別

中幕

金

別
幕長

曜

本田
町岡

日

額

が の

者 に

札 上

落 以

町

証

入 保

た 札

し 入

付 の

納

所

は 札

金 入

証 を

保 金

札

れへ
さ記

記登）

登で。
を
続
者手
る行
い移

ての
な

い
て
し

札

成前 入平午

）
日月

行４
年時 執

十に帯

）道

日 時
告

建よ広

示

有現

第道木

指り土

号長

３産所

－財業

和

売
を井

）
地高

土

夫

に属
帰 前

に 始

道 開

地
番

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
立自

及 り 畜治
、年び年 産

一３調度

法
試

般月達に

施
験

及
の
も
い

の入札申。

。そ入る

る

参効及

に無者

他札は込

加とび

札

提札札場

入）入入会

要
参提出出執執に

札を提

のをい

加出期場行行お

払
り

る公公て

希す限所

の入

を契定

８９

。
う修

約約期札

落道な約契契

、が書書日参

札にお者

が付契納作の加

者納

約込

契す約付成作契申

郵認契

６７

る者しの成

金

はい証

又な保

便め約

をお

行 報の
電も

競 場令
争日すい 告

入るて 示

札役北

昭
第

に務海

和
３

参の道 号

産

令す類畜

政加種立

年
者試

第る

落

以要が

。必場

号に験

にが

者。者

るる札

すす

道

必な

立

な場

要い

畜

格は

資合

産

な入

の、

試

者参

い札

験

帯北す聴

者こ開開傍

望
、。成広海るの

はと平
市道の受 次

３広、を

に年東帯で付
札う

り月条土入行

よ４
南木 所

丁業傍の 定日３現のも

の

１管をす 入月目所聴と

締書

約

参番理希る 札）

否要結の

をこがた要を

該約及しの提

締と当契

か

し契保び、日出

結。
に金金金ら

よ約証代代

う
と定は支は

道方海以

すめ、払北日
帯）

と義に法道内

るる

土で

はの属広ま

き務帰

。
るる
よす
にと

、不す

資北結

下な締

札
入

立う

令を道よ

政格海し

いた産す

とめ畜と

」定
う。試る

め 第長定 ）場に 。験
田る

し者

の加

契 条

場

た等

告

札対

入を

示

に随

札て

入し

びと

及象

望。

条を

る約

す契

関意

地るお 申用すな 加地部

、聴
は傍 書課者、 込

に

執付 ２

札受 記入の 上

に 証

刻員 る

時定 係

行は
な 明

の

約行。現指

契履る木に
長場

額理所の

金を業定

にが所

の由
契発に

をす入 の

約行納 分

解るす
と の

さ入こ 上

除納る 以

た知。 額

れ通

一
七
〇

る １

千係 第

に ５

村約 の

こ

にう

件行

の般

秋一 項

たあ

しも

反と

違

付

ま第 添

前次 の

分り 書 書 の

必入す
に了 が

で終 、り 保

はよ 約

きに 契

と

金該指

当、 証



申資申資申
たアイ

平 請格請格請提提

成 出 の審の審書出

十 先 時査方査類先

四

の 期の法のをの

年 申申提所

三 請請出在 名

北 海

４
格

法い定及め資

年つ規

協い審

律てす経中びて

産企業る査

第はる済小

、資
当格業業組との
請 ）該要局等合き申 号

同あの 第中件長協に。

小のが

道 公 報

３

労雇平い下

をで資中以
企 が働用成る格小 道

こ中 要業 行安し

。企
等 う全て年と件小

生る月業 の協 指衛い３

競法こ１等 特同 名

第

２

令

資役の政政。

資次と
第 ず第 務格令 い
れ のに

該の の 種も条 条 要

号

は
札類

入種契

争の
競務

参、
に

る定
すに

加

月 ははす称地

十 、、る

五 平次こ

日

掲に海海

成にと北北

３るり立上

年げよ道道

月申行畜川

金 請わ産郡

日書な試新

曜

らのれ場町

か類け験得

日 提ば総字

て期 条企う行組っ時 ３

官法は及 第業ちう合

方 項
協及公第、び １等

適条立法 第
同び需３設

４際 号
合に格第の ７
組

掲
はげ合号に に
又掲組

資証掲格 げ
協るのに資

る有 協
組格明げを る

業

合 争と日例協
組

合要を

札和在組
法 入昭。現同

に合 昭 に
す法いと
和 関年お」

法 指第、う
年 る律てい

引。 律 名
停）続及
第 を号き）

止にきび

類件当４ ４

さ基２中 号

こ項 項 る２ １ す第 第 格

規 海海との に 北下北

立格立定 定 道資道。規

産と産よ る 畜」畜に す

験う験競 で 試い試り 者

空）空入 い 場。場争 な

平験

必も
にる

者め約

こ

空

なと成場

要の
資す

月房

は。３暖

格る年調
設

、

新

め一守

定に保

に日備

西

ま先ら部得

日出な務
線

の、い務５

でにな総

間当。課

に該

れの

け先

な出地

し提番

す 業

なよ

らに

な示

ば指

次はす業る 組
が件有企

適と合で

の、る組者 合
い
ず用きあ 以
かな下も

れし。以る 下
にいの 協

合
当業構 組
該。企が 業

」の と
る合員 」

す組成

れづ年小 ）

きと過 い
と

い上業 ３

てく以企 第

いイ調体 に

なボ空団 条

とー房組 定

こラ暖の 規
中

士備に る

。技設織 す

点る 企

の守す 小

」保関

札

を業律 等

格検法 業

資

房房の 。 暖暖へ と 調調

排

保保を

備備加

設設参

業れ

検検さ

点点除

守守

託託る

委委い

務務て

業

争業

も競検

る般点
の者

、の託

し札委

と入務

の
約行

契を

該告約

当公契

いり

調道

り海

よ北

にう

守

２３

し
成

。作
札成検約海

入平点契北

業条道

履

に
北委を川

行参年務項上

い半 う

場す海託示郡

加

占

２。を ）
、う数 。
は

１

にに）

北

次 海

の平入 道

と成札調調契 立

に達達 お 畜

り年付をを約 産

一３すすす 試

般月るるる期 験

有務協

る営和 組

すを昭 同

者ん合
７

を

資資に有資格

約資資

のるは有

格効 格係格格
る 有間 有一、のす の期

い

格な

資で

効般１

６

以こ

格再再成格

アイウ作資
た有 申 資中を企申しの

組を申効 請

格小有業請

有業る合し請期

を企す

５
役試

る産

す畜

達立
申 審のこ

格再次う

資行

新

れで のずが 請 査いと

所者立資場得

る道のす
新

必産を字

に畜格所町

海な験す得

北舎要試有

上格告こ５

道資場る西

川示と線

郡第。

役役

町に

得号地

新３番

事 競 場

争日項務務間 告

入のの 示

札名仕 第

称様平 ４

以及等成 号

下び
数年

札札月

入量入４

」説

効の

い海書か

と北明日

が 期更

期競の喪者
に

間は入新に失２

間争
落る定

資のめ規

、札定

資

有決約る

を札契す

格
日る要

るの係格

す定に

の

めでのに

認まも件

と

類及 方 す等者又よ書間

協法とをび

る協ではう

の組る業す提当

者同あ

者し期

当合も組る出該

該の合

、けの

資企にではな間

組るる４れ更

格業限あ

な手

係合。資のば新

に
除ををのら続

るを）格

き 再の

業く変有申な

営

当

請由該。
にる 申事か

規

資
き
続
き

引
で
者
る

す

海

５北

西る

得す

新定

字

道

線
番立

一 地畜

七 産

一

にら
立空

道場

海験

北試

畜る成

。北立よ平

う道

）海

を道産。
場月

施畜験３

実立試年

す産

る試空

長房で

場暖ま

。験調日

当

たとで該

保

田備
設。

。たな

のるるし

旨すあ

あ有と

が、こ

知めい

通

た

日間っ

た期な

っ効と

はは

１新き

ら更と

かの

る書。

を。更す請い

の

での

続でた者類

相）し
の出

合るのそ提

、あも

はを成に

又格構先

併資

変該

渡すを当

譲有員、

りでし出

よ者更提

にる

と
う

よ
得
を
格

承そた先

畜調

審
格

資
、

は
者

る
す

庁保

場備

験設

試房

産暖

、、

秋務
業

千検
点

村守

失

めなを

定わ格

に行資

継のもの

。

契。う

るい

者員に

た成示

し構の指
よ

を
請
申

再
の

査

資り



る

開に入る捨業す

号ア

たで金

札掲札落額て者

額加金あ額

の札 げ金を
定 入等算額るを

時決 る

札

おに 札にし）か入

に

当 及係たを免

北 海

７８９
約

郵郵落財て契要そ

っ

等及者札書

務 便便札入

の 則 にびの作

規

報定効の

第 よ電決有成

る
入に方な要

札よ法入否他 条

道 公 報

６

入。札交交

第う入

札）説
書 の 保第明付付 条
証

の場方 ７

付所法 びか の交 及条 金
納

第

５
入こ

下 札。 札

入開開入以と

保 札札札に
税 し
証費 日場日加

消 参
等 時所時金よ

号

４
海札入

北入

平道執
成立行札
十畜の
四産場場
年試所

三

びる金も税書

い 験及所

、っ こ消額っ事に

てた

２て の費て業記
です

には 公税当落者載

金価ある

規、 告等該札

定取額格るこ

定入 にの

る書 め扱にとかと

す札

る問

資に るい１すを。

を載 札未のわ

格記 入円

関の、、

有さ に満でず

限 項 入に １ る札 第

しれ

認） 定 、。 規 はる の 札

定

い者 り

なた よ

めし に

北ら

者 予
札 た

落 め

。を

の関 海第 付に

道す北北電 免

場 務 除条る海海話の 財

立号所 規
、ま事道道番

付の川畜で 則
納で項上

交 方定郡産

付 昭 法め新試

等る得験－す 和

る はと町場

、こ字総。 年－

北 地ろ新務

す
と と

」 う
者
う 海成ににる

い 北平
同同。 道
４。。、
） 立年じじは

産月そ
の 畜

の 試
場のの

験日者分
相

堂）積に

講木見５

月場び

十総日

五務時北

日

郡

課川

務上

総道

部海

金

得
新

曜

字
町

日

数札積

なた す端入見

新

っ

者額 条がのも

い金 る

当 にる加た

のに 件あ参
きる約 た該 違とす契 し

額 札額 しは者金 入金 反
入そ、の 、の た、は

財札の消 務分

則、数税 の分 規は端費

格
す 価

と 定

無金等 ５の

で
内

囲
範

の
限

制
。 の

る

海

の
低

最

規
自よ西総 道
方に得部

第
法。線課 則
治る５務

施
行番

。
令地 号

和下
昭以

午っ当
も

令規
政務

年財

以

時約額

２契る

後たす
の
額上
金

び金
及証
税保
費札
消入

線
５

西
得

地を第

地
番

に 効額の

相 とを課に

すり事当

す切税相 条当
２

。
各る

入次

平

海 にい成成 号 札の平北
） 道 参ずの

すに北３ 規 の 加れ年年

も
を

格
価 則

る
す約行 を

達
調契履

」
第

１

）い
号と

北

次 海

の平入 道

と成調 教

達
札

お 育

り年を に 庁

一３す 付 渡

般月る 島

税る
費す
消付
方納

名所のの細

ここ詳

アイ

及の入 在札札、

入入は

関

札あに

落で約
者契

イ

も海月 定 競 とかす

者る

日 基 入 者該道１ に 争 る

参 必す示現 づ 札 に当告
こ９に 指 加 要る第在 く
格 北等資と号お 名 資 な

て 止 者 海学格。にい 停
名 八、定、 期 指 道校規

海る島 中 停 雲北す渡 間

役

な 事 等道庁支 で 止 高
木

等
様
仕間所

の
務期場

海稜等、古

平北館高校

道北学北内

成
入

、道等

札年函高校海高

月中学北松学

説４館等

式書１部校海前校

一明

役
す

競 教る 争日務 育

入の 事 局

札項名 告 道

称 示 教以及 第

育下び ４

数 号 庁入量

渡

」
札

島と渡

教

地契行説

び執札

い北島

、公に

は、書

約は明

称
便海話調開よ

北郵北電

る。

道番道番達する

海
畜川続。

立号上号手
の 郡 産

停 試－新
得－止 験

町４等 場
を

たし務

っ申事

なをる
とす

、こ当

はる担

者出
後の

定織

決組

札。る

落

務い 学戸舎庁

や称

速名

、高消内 処者 校井等管

設本 要あ 北等防に 理で
、 こ 道校備社 領る 海学
長、保
点社 成。 万北守支 平と

のは 年

高道検又 ４

部海

格業 月

学飯資営 ９

等七
校高
、等を所

に日高、道高、

よか等北函等北
校道

校るら学海館学海

函産、南

）。平校道水

北館高北茅

成、
業学道高

年海商等海部
島学

月函高校福等

３道
館等、
校海業、

日西学北商校
等海

で等、道高北

ま高

う海管

学北大

育。道内

局

を育立

）教道

告実庁高

示

消

る教校

す島学

施渡等
等

高備
設

長用

局防

。育

有

総字－が

務新

り 部得
線線。

務５内る

総西得

課

番

地

費在

消所

にび

か及

地

課
の
等

税

一税

七事

二

付

北学有等 日

あ
で
者

業

し 局

道る有 け

海校すを

高。第い

磯とて 総

上こ

、道農校森

校海野学道

海館高北等

北函業、高

函業学道校

道工等海学

る

託

修委
務
業

検

橋点

、

業
事
税

免
か



７８
便 と札交交便

る入郵郵

平

等 こ説及

成

付付 ろ明び

十 に書電 に

四 よ よの報

年 る 場方 る交に

三 。付よ

北 海

６
入保和

開開入以証入
保 にを北

札下札 札金年

付道 保証 消 参納海 札札
場日の 税 しす規

金 費 加
等 よる則 証

道 公 報

４５

審海海札入入

契北北入

を函教行

条 査道道執

約

庁場 を 行館育の札札 項
す場日 た美渡所 示 っ市

と原島及

第

申申申

は申
者をアイウ

らな書 請請

かし請

ア請
ば提

まれの のの ウけ類

で

号

３
る条

。一の の と付条 こ件こ
、 争２ は 競の 札 般５ 入

入

入の

月 にる

十 関所法札入

五 す札

日

認

るは

場な

項海海のめ

事北北
函教所い

道道

金

市庁交

館育で。

曜

原島す

美渡付

日

付 」 うこ第
納

４教る

の と 所時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者

同、

納 ） にには下
、 。

付 相 同
。。の務
方 当 じじそ財

は 含 の則
等 を 者規

法 額

び 場

政 。 積と
、 む 見」

は所丁育日所時

き４教

北北平

審６企

、目局時
総海海成

査番画

結
果号務道道

月

申館島４

を課函渡年

原庁日

者美同１

請市合

通４舎

に

定ら期法先

にな出

時方
平申け郵北電

るい
めな

番

こ成請れ便海話

と。

書ば番道 ろ

のら育

に年類な号教号

よ３

庁 り月提な
出い－渡－ 、

島 ２日先。

教－ のかの

治 加に 自 参定 方 札規 地
件 行 の条 施 格る 法 資よ

一

査付 令 審

競 和
般 昭

争

６企
目局

丁育。 政
入 年

総
番画

の っう
令 ） もい

課
号務

た。
第

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

丁月

地ま 務 以
び条 財 額

前

る６階午

す目４）

知
。番

時

ら指育

室
議
会 号

示北局 に
げまよ道画

掲日に海企

作館務線 るでり函総内

資の

格開成市課

を庁し美

請丁

す間申４

有時た原

を番

ど類６

か書目

る内

あ 第
で 令

札
う

る
札

入 下
、 以
で 。

の 号
よ い

し と
加 」

参 令
に 政

１
達達

札 成調調契

平入

る

３すす 付約 年をを に

消の 則 の
方で 規 上

月る

費定 入
税札昭め

北

次 海

の 道

と

イ

教

お

ここ詳

育

り

所のの細

庁

一

入入は

渡

般

札札、

島 及の入

約名

税相者員る契

イア

あ一とに

事当落でのこ

者る者る部。関

業す札

で金とかにす

か提

査な

審し

の出号

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の

第る
す ）

と 。
うう

入等

９

札

札約 務入

落財て契
っ

則 者書 規

役役

す 効
第有 の作

る期

項名仕間

のの 事

日務務

数成

び平

及等

称様

量入
書１

渡務明月
説４
札年

競 在

北島委

教

争

び執札

育

入

契行説

局

札

約は明

告 地は、書

示 、公に

以 第

下

調開よ

５ 郵電達する

号 便話手る。

」

号号の札

番番続。入

停
止と

等い

税事

あ額なを免る

－ －

か入たし事務

るをっ申
る者担

免札者出業を称
北

事に、こが当

税書は
。るる海

業記落といす

です決たと組道

者載札

はの育

ある定だき織教

と速、、名庁

るこ後し

に定

を。や落共称渡

か

及係たを

おに 札にし）
額っ

てた びる金も

い当

２て の費て

、っ 他こ消
告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

を載 札未の

格

決成
な

否 １札 方要 第入 条 定の
） 定。 規る の限 項 法に

落 め
を 定

者 り
た よ

し に

ら

道内よか

海管託に日
成

育立式。平

教道一る

庁特

渡殊７

教育）３

島教校年

一 育諸月

七 局学

三

う

用

高防で

消ま

長校日

が
有。 －り）

得を 北

る実

館る 線 函す 内 道。施

海

。 市
美

問か札同及島
目
丁

４
原

が業所育

わに者企び教
地企

、費共体在局

ず消

総

積等企費画

見税同消

課

っ課体等務

もの業税
合事

契事場税

た税の免

額であ者

金者で業

約業

、

有さ に満で
のあっ申

札

なた す端入

しれ 関の
参

者額 条がに

い金 る数
す し当 にる加

のに 件あ
者 入金 反きる た該 違と
、 、の た、は 札額 しは

入そ 財札の消

定
者 予

札 た

は端費 分 務

の
限

制
。 の

る 格
す 価
と

点
等
備

橋設

最
で

内
囲

範

番
６

業

修検

るて出

号

か、書

税の提 の免そを 分

事構出

則、数税 の 規

に業成す

効額に に 第無金等 ５
相 とを係

各るすり課

す切る 条当

も
を

格
価

の
低

。



６
入保

札下 札金

入開開入以証

にを
費 加付 保消 参納 札札札

等 よる 証 日場日税 しす

北 海

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を函教行

条 査道道執

っ市庁場 を 行館育の札

原島及 す場 た美渡所 示
と

道 公 報

者をアイウ

は申

請 の のア請申申申 条 こ
札らな書 請請 ５ 入かし
れの ２のの はウけ類 の
でば提 の 、ま

第

２３
る条 入次

平こ件

い成成と付 号 札の平北

。一 ） 海 に

道 参ずの

北３競 規 の 加れ年年般

争 るも海月争 定 競 すに
者該道１入 に

号

履
平
成

行 十
四
年場 三

と 時所時金とと
」 うこ

者
う る

い す。

、
） 海成にには

。 北平
同同相 道
４。。の
当 渡年じじそ

含 同１の
を 合月者

額 島

。 舎積
む 庁日見

所丁育日所

き４教び 場

画北

審６企

、目局時

は

総海

北電査番

海話結
号を課函

道番果号務道

育申館

教

請市 庁

者美

島に原 － 渡

通４

方にな出 規時方 地

－ 教

めな に 自定ら期法先 定

平申け郵 る 法るい よ 治
行こ成請れ便 条 施と。

書ば番 件
令ろ
一
に年類な号 付
昭よ３のら

般
和り月提な
出い－ 競、
争２日先。

入 年のかの

づ 札 に当告日札 基 入

政

第在加 く 参 必す示現参

資 なこ９に資 指 加 要る
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合

附名
匿

党
政

の

計
入

収
業

事

」

部金
へ）

金
入

借

等況

産状有

資の

訳



規１ 北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
警

及

自
り 察治
、年び 本

一３調

法
部

般月達

施
告

を

行
競 示令
争日す 第

北 海

３

海海

北北
３道 ３道

察のの

分警分分警分分

釧１１北１１

の察のの

数数

の路のの見のの

１
数方数数方

道 公 報

海の海海

北者北北

る
３

３道 道総道

の察の

の数警分分警分

函１１旭１

江方の察の

面

数方数

公分館のの川の

安の方数

第

見小

帯北岩網留苫稚美

号

平
成
十旭室釧
四
年
三

入る 昭
札賃 号 道

に借

和
年参物 警

令すの

政加品

察

者類

第る種

号に 本

以要
。必

部

管

部部

本本

面面

資
下な

区区

轄轄

管

域 域

部

員及本本

委１面面 別

轄轄

市の３管管

会び部

理の区区

管分

域 す１域

るの
方数
面

牧

広見走萌内唄

の
部

本

市市市市市市市市

沢

川蘭路 月
十
五
日市市市

金

曜

日

格 告

」定海

令を北

政

示

本 う。察 いた警

とめ道

第長 ）部 。

上

内
域

北区
轄

管

５

原 の
条 に
簿
市名
人
挙 島選

の 広
録
登

達

良

根千滝深富登恵伊

市市市

野

室歳川川別庭

市市市市市

第

市市市

別別寄

紋士名

４
の

男 項

都 １

美

格申資。申資

及め資い

審 請請

協い審格格

びて

の 組との査査

業る査審

３

合き申のの の

年つ
てび経中

法 資中以い及
済小 格律 小下
第 企は

業中、に産企 要
等 件小当掲業業

企該げ局等 号

さ
れ
い
て

政。道道平過、

契とつ
２実

令 締が税成去誠

約
第 結行を

のう滞年年に

た指納３間履

２
借令 い

契資賃の政

資次
れ 物第 ず 格
品に

必め

成に定

平者に
る

申

に資の

度なも

年要る

あの請請

時方 に。請申

て期、、

っ時期は法は
掲

、び成に

は及平次

設方

際月申

の３る

立法年げ
請 に

協 ） の協

格か類

資日書

資が同 特第 同業中る長

例協企格行組 ３ 組等小

法 第 法同業要う合 条 合
組等件官
需３ 項 昭合協は公第 １
と組適適条 第 和」同、
組４ 号 年い合用格第 ７
。はな合号 に 法う又し

掲 げ 第）協いのに 掲 律
及業。証

おし の め名し月に行 条

争い日いた ４ に競て１

で ２ 要入る現て者 第 必

でに１あ 項 な札者在、

規 意関なおのる の 同に

こ

るこてにと 定 をすいい
め よ

て指と、定。 に
得

競
るを版る り
い名。製

者停機契

件当４ 該 種の も の条 要
電こ項 る１ す第 約格類

成借。子とに 平貸電う

契）製。規 子
製

る 機 ３機す 版 年約版定
者 の 月
日賃

て、る

いはす

お格と

貸

。
も

しる
結め

締定
がに
道

の

る、
すし
とと

うの
よ

３先

す年出

有同提

をら

、

者月に

る
で

出

もで提

るま該

あ日当

し指

構にの

が間先

のの

員な示

成

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

含さ賃と 入
は止の約 争

れて事類 へ
まれ貸種 札

いなをほ 参
ない業を の

）こん同 を
。い営ぼ 加

な。いく 除
でとでじ 排

契 て
ここる れ
いるす さ

成 借

に未
。。約 い
とと

争に、

競約者

般契年

一

人 る の佐 す 札保

関 入被

行被

をは 格 告又 資 公

当

電助 下 う補 以

契よ
るに

め約
定契
に該

に調
約り

一係達

七るを

八

けに

争借
競賃
般る

一す

数な作

半ばり

過れよ

の と」 と 業

占なし

をら成

はい う 協
律きと い 等
法

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

、 い

し な

結 で

締 者

を る 子人

こか

と

機っ 」

版あ 格

製で 資

の
札品
入物

賃い、

のて

、
すは

加類
参種

に



調電調契納

平 達子達

成 を製を約入

十 す版す

四 る機る期場

年 賃賃

三 借借間所

北 海

１ 北

次

７

海

の平入 道

と成札

資資

警

に

格

お 察 格を

り年付 本

一３す

有

部

般月る

のす

告

事

る

競 示 喪者

争日項 第 が

道 公 報

６
し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一、 の期 請申有のる

書期効般１ 有間 し請効

更

う類間期競の 効の よ

期 とを及間争

第

企

再次行格再

をアイウ

小有業 申申 のう資中を

とを企す組 請請

いこ格

又

のの れが有業る合

ず

協では 事方 かです等者

にきる

号

請提提
格 申

たアイ資
５

のの 先 類先査 出 書出
審

出在申 名
提所再 の を

月 物１物

十 品台品

五 のの平囲が契

日

でり担

名１仕成内有約

称月様

平る者

及当等年、得当

数り月成。等

びた６

金 が 量の入１

単札日年指

曜

）明ら月す

価説か５定

日 る 書平

入 失２

札 号

規
に

る
す下

定以

にい

件と

要」

格札

資入

び間は入新に

当。

該う

のめ

る出当、札定

す提
はな期格落る

者し該資

の有決約

、け間を札契

の係

のば更す定に

４れ
な新る

続認まも

のら手と日る

たとで

請いめでの

申な

同あ協法
類旨すあ

書。

当。の組る業

由該る者

る該の合

す当合も組

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

る
す称地請

を相）しる

よ道道

に海海

と北北

こ

中

わ本市

行察幌

り警札
部北

れ務区

け総央

な部

を所

に成日場

ば

よ

当
月に

。３度

る年限
た間
。期
で約
ま契
日該

を北

し）

、長
し延
だを

とす警

こ施道

い実海

な
た長

っ部

な。本

とる察

のるる

資
、原

は
き上

と

が、

出知め

提通。た

の
当た期

、っ効

にあ有

先

新

出ら更

提かの

該日間
、

ののは

先１

で

得続でた者

示に行

指

の

う合るのそ

よ、あも

はを成

す又格構

と併資

変

の渡すを

も譲有員

る

りでし

、よ者更

はにる

の

審継のも

格承そた

資

西

ら計条

な会２

査し構

る
予す

目

。丁

い７

な課

範と
のこ
算

額て

開に入る捨

そ号ア

の札 げ金をた

札掲札落
等算額

時決 る額加金 の

９

。
う
失男

を都

格美

入

１月

８
札のた約

落北項当契要

道 便報者規り書

海 郵電

に単成

財 ににの定の作

るる定よ価の

務 よよ決

。

りるい

よめな

に定わ

５６７

作契

札
札札交交便

入入入郵
よ 保証明付付に

保説等

のた成

はの場方る

金書

申
再者員

４
請資

海話札入入開開

北電入

警号行札札札札

道番執

察の
場場日場日

成約海

入平契北

２３

本

条道

札
に

示市

加北を幌

参年項札

おに 札にし）

に定 す海

る金も

い当 他及係たを
て

、っ こ消額っ

てた び
２て の費
告及該札

には 公税当落
額格

定入 にび金価

規、

る書 め方にと

す札 定地
入費円る

資に る消１す

要

規

を載 札税未の

格記

法定を否

則 入入方り）

札札

和 、、たっ

昭 ははめも

認認予て

北 なな価札

年 めめ定入

海 いい格
道 。。有

札

第当入

則月な

規１効
た

金免付所法札

、交入

証
す関
除に

る海海話の

るす北北電

札警号所

事道道番場

。

幌察で

項

交 市本

す

中部－付

央総

る － 区務

及所時所時

部－所

総

び

部日 － 務

時北北平 会

海海成にに
同同

計
課道道
４。。 線札警年じじ 内

市本月

幌察
中部３

央

る道す中

区階
央１日

必本北

に察所区

者警場
７

資示西

な告条

要部２
丁

格第

有さ に満で

定
規
に

号目

す下端入

しれ 関以の、

い金 る数札

なた

件費あ参

者額 条消がに
とす し当 に税る加

のに

た該 違等

一 入金 反」きる

七 札額 しとは者

九

入うそ、 、の たい、は

財札。の消

は）端費 分 務

。

以単る

。の限

号りに
））

下価
を 規限者 務制た 財のし

内者 と囲札 」範落 則の

北部。

最す うでと い

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

時

条会９

２札前

北入午

西場
７

す
有

を
格
資

る
す

目
丁分

、の数税 の 規

。
と
こ

る

額に に 第無取金等 ５ 則
効扱
相 といを係

各るすり課

す切る 条当

価 第の。 ）低る 。

。

格
条
第１



３４

海海話札

資契北北電入

が条道道番執

平格道約

有行項札警号行

成を
年すうを幌察の
場 北る指示市本

及

海こ名す中部－所

道と競場央総

北 海

２
にい

パ調契納札の
入次

加れ

ソを約入参ず

ー達

るも

ルる期場すに

ナす
ン借間所者該

コ賃

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調 警

に達

詳

お 察 細

り年付を 本

一３すす

は

部

般月るる

、

告

事賃

入

競 示 札

争日項借 第 説

第

ののの

者契こここ

アイ

札

あに公入入

で約名所

かすの及の 在 る関告札

称地容契行

をる内び執

申事

号

イ

税
平落 分 事
成の 業札
十者者
四と で

年あにな
三る相っ

び

北部日 － 告。争所区務

示入

時 第札２会

に条計
丁線 又す７内 号関西課

はる

平指目

成名
を

ピ物に当
海さ

北止

年停

平囲が契要る

ュ品必す

タ仕成内有約なこ

ーの

でり担資と 様

る者

６等年、得当格。

月成。等

式５平

が １入１

月説か４定

か札日年指
る

当明ら月す

た書平

入物 明

札品 号

にの

書
。及

る下称

よ以名

。
う

い
と

」量

札数

入び

出を予は、

し務は約は
調開

る担北郵電定、公

番あ達す

こ当海便話で

警号号り手る

とす道番

組察、続。

。る

変の 織本

す止

の部－－更停

名総

る等 － 称務
及部こが
と有 び会北

月か当た

十免す者

五税るは

日

決

者を札

業額落

事金、

あ札定

で入

金

かに速

る書後

曜

問載か

を記や

日

な

示い

告て

道れ

わすに

定
規。

にと

号こ

９い

第

りに成日場

の
品
物
る
す

を所 のよ
月に

価。３度

単る年限
当

）

た間
。期
で約
ま契
日該

海

を北

）

、長
し延
だを

部

。本

る察

す警

施道

実

がり

原
上

長

る 内 在課道有得

所計海

る

幌得。 線 地札り

市

。 中

る消

丁
７
西
条
２
北
区
央

積。等

見と税

、こ費

ず
月業

１事

た税

っ課

もの

契か

のる

りあ

たで

当者

の
借
貸
賃

者契

イアイ

捨税

落で約名所

関 の た業札あに 分 て事

在 金者者る
とかす

範と
のこ
算る
予す

額で

９
約開に入る

契要そ号ア

作げ金を

札 書掲札落額
算

時決 成る額加 のの札

１月

７８
男
都
美

の入等

郵電札のた

郵落北項当

道 等便報者規り

海 交便

に単

財 付にににの定の

るる定よ価

務 よよよ決

５６
目

方る

説 札

開開札札交

入入入
場

金書 保 札札証明付

保

額事

金税

約免
場日はの

の業

場日

札札

入入

申事称地

）あになをる

もか当たし務

をる相っ
る担北郵

っ免す者出を

金、こ当海便

て税るは

札業額落とす道番

落事

組察

価者を札。る警号

格で入決

とあ札定織本

する書後の部－

るかに速名総

のを記や称務

係た

おに 要札にし

に定

てた びる金

い当 否他及
２て の費

、っ こ消額

規、 告及該

には 公税当

す札 定地額

定入 にび金

資に る消１

る書 め方に

を載 札税未

格記 入費円

定を

則 入入入方り）

規

法札札札法
和 、、たっ

昭 ははめも

認認予て

なな価札

年 のめめ定入

海 所いい格
北 場

道 で。。有
当入

則 付月な

規 交１効

るた札

第 す

に

所時金免付所

、交

証
るす北北電

す関
除

道道番

にに。る海海話
察

じじ項札警号

同同事

。。幌
市本
中部－

央総

海成

北北平

所時

－ 区務

海
道道

３

市本月

幌察４

札警年

か及部

区階
央１日

中部

、わすにび会北

で問載

在課道

入ずる消所計海

に見と税地札

札、こ費

中

加もの市

参積。等幌

１事区

るた税央

すっ課

条

、当者２

は月業北

者

さ に満
費りあ西

消たで

有
なた す下端

しれ 関以の

い金 る数

のに 件費あ

者額 条消が

た該 違等と し当 に税る

札額 しとは 入金 反」き

入うそ 、の たい、

財札。の

は）端 分 務

以単る

。の限

号 。りに
））

下価。
を 規限者 務制た 財のし

内者 と囲札 」範落 則の

北部

最す うでと い

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

２札前

北入午

条会
目

丁
７
西場時

一
八
〇

免目

等契か丁

税のる７

の業

る額事

係金税

に約

取金 ５ 則、の数 の 規

課

効扱額 に 第無

相 といを

。

。
各るすり

す切 条当

価 第の。 ）低る
格
条
第１



点留次大点点点

最基基

平 萌の高第第

成 ５海基潮２３５

十 域点時号号

四 第海

年 ２岸

三 基号線豊増基

北 海

線点点点点点点

だ基基
２１２３４

のと第第

次
潮

第高
点大号号

基最１

号時宗豊基北北北

１

道 公 報

て１
業と宗

漁平操次」

、会

のい谷

に 業成

掲 法

げ 年制う海

海 和月）
る 昭３限。域
の 域

年日承

第

を 日

北除 本

海く 海

道。 ま

日）

詳

ぐ

本に

細

ろ

海よ

は

漁

沖り

、

業

合営

入

連

海む

札

合 説

号

札

公入入

ののの

こここ
契行

内び執

の及の

告札
容

月 点、と富毛点

十 第点に町、第

五 ２５よと浜２

日

て延両か

号、っ幌益号

ら６囲町郡ら

か点
、まの界

点れ境と 度度金 ７た界最

、海線大 分分曜

線 ８最潮 のの 点域と高

線日

富点緯緯緯
とと 及大時

、海谷

点岸岬町第

１線灯と１度度度

、と台幌号

分分 点に中延か
０ののの ２よ心町ら分

て境度線線線 、っ点の

東東 ３囲界のととと 点

とと経経経 、ま線線東

点れ
４た最北

度度

を
お 法認

に

度 、海大緯

け
て 第受

い 律

は
な

海ば 第本れ ）日け 号、
、

本合ぐ 第ぐ 日連ま 条ま

ま区釣 漁 項海海ろ １ろ

域ま

業 の

海

にぐ

明

区 書漁日

おろ 漁 に本業い釣 業 よ

海てり 調 る

調、漁 整 。ま

総業 委 ぐ整ト 員
ろンは 会 委数え 指 漁

な 示 員 業トわ 第

連ン漁 １ 会

電定、公

予は、

は約は
手る

番あ達す

話で調開

、続。

号り
変の
す止

－更停
る等
こが －
と有

経経 基潮岸 東東 び高海

点時線

第海と

度３岸の度

号線交

のと点
点線

の点交の

分各の分

に交

の次の

と順と

線を

点結点

交

点域高

５潮度

分分 分 及時

のの の び海
線のとと 線 基岸分線線
交交 の 第と線のの と 点

点 号交の点点 交 ２のと

漁り

順
を
点
各点

の点交

調業 合 定ろ業漁 連 規ぐ
委操 区 基業整の 海 に漁

調 、会を 業 き員業 漁 づ
とは 委 の長て 整 次会し

藤な りら 会 お安な 員

未業

い 以 指

号 合
指満等 海のを

示区

下
船以
漁。
力む

動含
使の
を）
機。
外じ
船同

がり

用操

る
得。 線りる 内有得
。

と
線
だ
ん

第

点特次点点点点

基基

海点３４７８

定の第

ん
結
に
次

、
域７号号

蔵の

点点点武次点点点

堆点４６

す善。 下 示

域、
海４

に基基基基
員 。則委 る

第第

結点点点点点点点

ん第第

だ４５６７９

るに
す業

と
線号号号号

のい
もつ

線点点点点渡次

岸基基

９檜基

のと第第島の

次
よ号号山点

基に３４８

第っ海第

点 志

６７８後
狩

点点点石

緯点

北８増島北基

点

海

第

緯、毛牧

点、、

号

度９浜瀬度３

、益棚

か 点両両
郡郡分ら 分
の及界界の 線

点最最と と度 びとと線

東

を高高経 経分 ７大大東
の

緯緯

基基基６北北北

点

点点点、緯

第第第点
度度度 ７５５

号号号、

かかと点

分分 分
の らら基
点及のの 線 第び線線

、、東 ６点とと 度度と
経 号４東東

をを経経

点

大島松青松基点基

最
高牧前森前点
ら７

潮、郡県町第か第
号

時瀬白東小４

海棚神津島号

か

台らら 度 岸両岬軽灯か
の 線郡灯郡

と界台竜中線

崎点度と度 にと中飛心

よ最心東

て高台分経分 っ大点灯

、

増島基基号

３て域４

の

点

、ま毛牧点点、

号囲

瀬３４９

点れ、、第第

、海益棚号号、

８た浜

点域両両かか点

９郡郡らら

、 及界界

点 度度 びとと

基最最

、

の 第高高点 分分 点大大

第

緯緯点

北北基
域

の

号

度度３
か

分分ら

のの
とと度 線線

の 経経分 東東

順潮潮線

に海海度と 度次時時

東 結岸岸経 分ん線線分 のだとと
線 線線のの度 の

とに交交と一 の囲点点の八 交 交ま分

一

域の

海と

た線 点 点れの

結順

ん次度 メメ度度 だに ーー線結 トト
中だの ルル分分 のん分

点線線 心線線 のののの
のの 囲のとと 点にと 点

海
た点点 れ点交交 ま交
域

囲潮中線 ま時心度 と れ海点東

メ た岸

ー 海線分 経
のト 域と

とル の度線
の 交

の点 点

の
と

線
の点

分交

４潮潮
海点 とと 号時時、 線線
東東 の海

各岸岸

点線線、 経経

点 をとと

順のの度度

及 次交交

び に点点

線第

んのの点

結分分基

とのの号

線とと５

だ線

線
東

度度と
経

分分
線線度 のの
とと

と
線 点点の 交交分 のの

各

最交交の

点
交

点
交

の

次

時順

潮を

高点

大点点 点
交

海



点点揚道

次と基基陸

線
基よ第第港内

のに点点

船 点っ８９

ま揚

８囲陸

第て号号の

、れ初苫基基港

号

北 海

は承前や操１

に

７８９

の具え認年む業の

１漁
のな対度を隻
の海

の制わ象に得数の

いい制域

海限の海おな

う

に数てと限の

域針域

おは、認

道 公 報

５６

そ認の所申そ認

承次承
数

年のを事属請の隻

前

以委の

度他し項地者他

該外外員制

に委なに区

会場当のの会限

お員い

てが合す漁者が

い

第

３４

１そ業業

平操アイ操操

期の一はののの

成業

本え他承承
対

４の釣なの認認

年間

漁域象象

月海りわ海対

日業業者者

１域漁

号

点点限
制

２

平期

成間 ９
十
四
年
三

、

点た山前点点は

基北

海別郡第第
号号の

、域村苫８９次

羽町かかと

点と前

り

及幌古ららお

び町丹

と

の 点境川す 度度 基の別

る

と ９線口。 分線 第界河

経 の最岸線東 号と左の

隻員た、

け１委めち

と

つの合に

承に会場次

る

認、げ

隻き承は掲

認
数

をこる

受の海 本 は

以け限域

操でで 以とたり内 隻内

海い業 とる業な操 内す

、適

、特る船が不

す。

の事合使実当

こに場を
、す上認

漁情は用質と
該た

のむ操る当め

業や
認得の合漁場

承を業場

い認又の

をな承、業合

認し所営

けとをは経

受

７、

かは
、めな属を

て

月月１の

平５６月次

ら

１１日と

成
３かからり

年日日かお
と 月らら
翌翌月す
る 日年年

で

で月月ま

ま１１日。

月点緯

十第

五４度

日号
か
の

ら分
線 度 金と
東 分 曜の経

線 日

各大 と度

東 点高

を潮度 経

順時

次海度
分 に岸

の 結線

線の

だののと

んと分線
交

最の点

と点と交

線交

。のき る域。で
高点

大

す隻

との

内船

囲漁

範る

。は

る数

た

い地支

委内 、以 し隻 だ

ろ外す

ぐ者。区配

また

れ

をとそ

業者お

漁のる
経る

に同あ

実共が

誠の

者ら

ため

し認

業営と

操

でで
まま

日日 東
経
分
の
線 度
と
の

潮

点
交
の
と
線点 の交 分

岸
海
時

ま漁ま漁指前を附

り項
項摘

ぐ獲ぐ獲摘各指則

釣績項にし

ろ成ろ成事

と

り報り報の定た

釣績

会す 員と
漁告漁告遵め

特。 がる

なそ図前団

操前らを船

の、いのる各編

業１に
ま。他た項成

協

ろ海必よ

のぐのめに

定

合
場
る
れ

海

承操付標操れ

所場交け

漁は認業を識業ば

属合

承ら

業、証の受板のな

たの認な

協この承け等

帯を承掲をい

同の携認

組限

陸
獲港具業

以漁漁揚漁操

と物物以標の

の道内獲

所船すのは外識承

住外

設を

をのる陸、にの認

１

アイウ
有陸。揚天陸

請記の

申前

業書守るき

の以の

者ア

の、

ののの２もは

業書
業出認をのこ

操提承部

認受員かに

承を委ほれ

受たに委わ

をけ会、従

たは出会け

け者提員な

は当な漁ば

者、しがれ

域釣域要り

船該け業な

お漁お認操

にりにと、

てをてる協

い業いめ業

業む、きを

操営はと定

よとぐ、結

し者まは締

と種釣業た

う他ろ操し

る業漁定き

す漁り協と

証け

合り義受認示受。
者

をなたをた

名で務け

、

瞭。はらは

明い者自
該し識

表当帯標

に、携

を

な認は等

し承又板

示

る責業

れ係業操

けに操

義け

す揚げ災揚置受
ば

限そし務た

る港制、げ
他又は

区、の、者

地は

む他漁

別認やは、

に承

得船に

１受をの具

にを

いに識

をよな舶標

港け
めと事転

認う

の域

住外海
るす情載ボ

すにす

有域面

を海に

所

内

区て区

地っ地

るある
域の

す海外

面、以

には

な

団漁れ調ら

海ご渡

る

。

編終な上い

を業ば整

いろ

し後なぐ

成了らま

な
ば内漁

れ以り

け日。釣
業

なに操

ら別の

なに業

者を業をは

。すに

い示

、む操結こ

は営を締、

業のしなを

操者業しれ

序でうれ守

秩間よけ遵

維業すなな

の操とばし

を定者なれ

持協るらけ

る締、。な

図をはいば

者間

なま任期

た結操ら

い釣携、

なろに中

らぐ
せ漁

た漁さ該

。り帯当

、操けの

しをな船

だ業
なす

きすばや

ひ業れ見

及きな箇

りとらい

釣る

の海あてデ

もるがしン

すご場な）

と域るはン

。に又な付

ると合らを

員と

の委。る

そはいす

面認に

にがも

域会と

海

支

域と島

るた該

すめ当

海内

業の管

操そ庁

でに
に面所

者に住

る域に

す

一あすを

八っる有

二

は

、内者

は区る

て地す

関

３に

よ事

にな

」要

式必

様し

序。

、な秩い

めし業な

な持

開ば維

業れの

操け 掲

一委。に

びはい所

始 らな

りかし

釣会示

本員 内を船

区合認

地場承
の

、

港、び

２き及

に除名 す申

内との

以港そ

港１
。

る。者

する請

と
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業１１揚

操操者操陸

た

業業と

平 ののす隻のの港

成 承承る数アイ

十 認認。ののの

四 対対制海海

年 象象限域域

三 者者にに

北 海

２３
成業１６１７

制平操

イ

期に月に月

神限
威期

げ日

岬間年間掲１掲１

西月るかるか

正４げ日

の１海ら海ら
域 線日域
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連な点点点点点

業でア
。の１２３４５

合い次
北北北北北

漁１

区点

海
調点緯緯緯緯緯

業、

整２

第

平操北る

操すす

の示１
道た

に。成業海。

業る

の つ
て３止本し

い年禁日だ
沖次

、月海、

漁

日合に

号

日

北 本

海 海

道

こ

ま

日

の

ぐ

本

指

ろ

海

示

漁

沖

は

業

合

、

連

海

平

合 成

月 はおお

十 、いい

五 前てて

日

ろ

にぐぐ

度まま

年、、

い流流

おろ

金

委網網

てしし

曜

会業業

員漁漁

日 ののの

以かの月の月
う 南らう
、ま、ま

の平ち日ち日

島で島で

海成

域

瀬瀬

う３、、

の年牧牧

棚棚

ち月

、

界界

同ま郡郡

共日両両

業かか

漁で

委、度度度度度

員点

会３
、分分分分分

線線線

以点ののののの

、ととととと

下４線線
経経経

委点東東東東東

員５経経

会及

と点度度度度度 」び

い１

域げ

法海掲

業

け域

和お海

昭にる
て

律まい

法、お

年るに

日連ろ操

第ぐ

本合流業

ま区網る ）

海海しす 号
域 海

に 区

お

年

漁

い

３

業

て

月

調

操 整

業

日

委

す

か

員

る

ら

会

、

施

指

ま

行

示

ぐ

す

第

ろ

る

２

をでで

認業業

承操操

。

数

て隻隻

けるる

受きき
隻隻

該７７

当はは

、数

誠とと

を内内

業以以

漁

権らら

実すす

に
る度度 係

区南北 の以以 場分分 漁
く

除域域 を海海 域のの

域
海

の 。順分分分分分 うを

線線線線 ）次のののの

承結ととととと のに線

交交交 認んののののの

線点点点点点 をだ交交

囲

合て

場っ

たよ

けに

受

ぐ漁漁流 第

、ま

は

ろ業業し

業整び漁 第

漁調及網 条

あ の

員ぐに 項

委ま業 １

長定て 定

会固っ 規

会ろ
し日 り

安刺、 よ

式は に
流

漁海 の

藤網本 次

号

固
ろ
ぐ
ま
び
及
業

漁
網

し

業
操。。

にるる

刺
式
定

道す成

海正平

北改
を

し

情る
開を月

公程３

報規年

の

操告指前い附こ

報な

２事項指

業書摘各。則

をの定は

承部項に示

の

のた

これ

を委遵め、

認

り域

限海
操れ操ま種ば漁

け他れ
成

識業ば業ぐ漁な獲

標

をな績

板のな協ろ業ら

なし営い報

等承ら定流

と

掲をい網む。告

の認

則禁ろ り

をぐ お

善業ま

の証

８９

指止漁

業業自

ば漁漁他操操を

物む承のら

使な獲獲や

なのはを認承携

用ら物

し

るい陸、得証認帯

す
漁
網
し

流。揚陸なのを

７

業

又ろ用

揚限ぐ使

陸制ま
流

、条しる

はは流す

港
操件網

条次
施お日

のと
例の日

漁日
行り本 本業に定海

海関めま
調するぐ ま

る。ろ ぐ整日漁
ろ本業 委海連 漁

ま合 員業

け会も成

受員守る平

たにの
か月

は出ほ３

者提の年

、し
当な、

会ら

漁れ員か

該け委日

了ら必行

終なが施

業ば

示受。漁者書
後な要す

で出

たを間提

け業のの

とと

、う要

はも必

者営

等者る

板るめ

識す認

標

、

業当は

操、き

をはと

場帯け又

しげ揚い携受

の限以合義たは

網制港
にはは業

網外又務者操

揚員当任

は陸委、責

目

しが承に

結げ会該者

、

はにに帯

か又特認携

節

の要るせ

結他必係さ

ら

域のは

海業網

業漁し
節

長

すをの

面認網

に承、

地るさ

るす

区に

内当

にた

ぐ海

港、ー

２りメ

連ろ区 会

漁漁 合
公業業 海連調

告区

区員

海委

合整

一 漁会

八 業会

三

いとる

員
委安

整
調長

に指

内て

以め

日。認。

項

す事

示た

にし

別摘

該、

にら

」守

式、

様は

、を上

中業業

間漁操

期

を

漁者定

該む協

当営の
びし

見及結

の間締

船の

箇漁れ

い該こ

す当、

や

で舶認業け

ま船と漁な

長転た操ば

のにめをれ

がし合すら

さ載場業な

てはるな

は、とい
委

リらのは

ミなこき。

。で会

ーいり員

メな限

のル

以次ト
ルたなが

ト

る又で

す限下

と制以

内

な
をば
件れ

条け

。はな

会藤

。
。い

るな
けら
付

け

よな

部
一則

の
程善

規

を

績ら

成な

獲ば

漁れ

り

むし

掲営守

にを遵

所業 だい交

なとけ

し者な

示 天た

で、し

上し。付

以
れそ認

け災承

な



第

別 の
各るの記 条

文例示８

号条公条開第

例掲第書第通号

条に例

知様 の 第げ
る条開条書式

３通３次

条区の示のを

の分

北 海

第

る

３４
の第

。第 条 審 条と条
の会条者

例す例条査三

次に例か

第る第
。

の

条条に諮第ら

第第次問
２たの議

２３のし条異

項項

道 公 報

２ 第

条

を

９ 加

条例 条

る三開開意例第

え第
。者条示示見第
条 に例請請書
提第よ

対第求求の条に

年に す

先項開

る条月係出２り

意第日る

第

２ 第

の事第 ８ 年第

と条案 条 ３８事

第送を

月条案す例移条
通第

５を移条る

日次送例。

公の通第条知
の書条 告よ知

第よし

）う書条２にと

のに）の

号

北一道
海

北

平海部情

成道を報
十情改公
四報正開
年公す条
三

よ

３に第知第の

開る例

規じ号号う

の応１書２

に当決決改

定、ののに

い各ををる

お該定定め

と

準にたた

て号しし。

別

るる
すめきき

用定と

立

のの条旨２申
条通別

面加通通て

書書をのの
）は却

ははえ知知を

面

別す

別別。、下

、、る

第場

第第記る

記記

９

合 号号

式通

式式様の

様様号等

規を

見１公及に示
のの

提に書提定す

書項文び
記期る旨

出規に出する
施び

機す録限実及

の定

関の

の実れ機そ

会るさ

定由

与機いが理

付施て

るす

のが当めと

等関る

第

一改２５る、

手定該

部め第項も

をる２にの

のいすを

次。項おと条

よ書てる第

の
う面準。

るし

改、すと

には用条

る第条第

す記同、

正別

。８第９

月条規の

十例程施

五の行

日

す日

関る

にす

行関

施に

金

日海

る本

曜

海ぐ

本ま

日

第書第第

例知記記

まろ

に
式式

第る様様

条よ号号

のと第異

項ののの

３も
の立

定る者申

規す三議

申係

る議に

よ異て

に。

査

文示審）

公開の知
書

係問

開に諮

の定会

書決

る知書

係通知

にる通

示

行

照より

見によ

意書に

続め第事る
書もう

会る

に、

事者は

）る三項。

次る各

、す項

は関前

項

め

おの定

と報に

の情号

条

るの

すも

と容る

り内

式の第

様項を

号２

そ書

、

の、し

１はと

の面条

８条

移第８

案記第

事別

書式に

知様次

通号の

送

連海

業合

漁連

ろ業

ぐ漁

業整

漁調

区業

海漁

合区

立る

員規

委会

整員

調委

次係書

、に文

はて公

面

件な明 備本に不
と ６注

の

にのも

示ま点

開りな

５

。

もるす

るすと

よと
移担移及け

の関お

３４

を当担 送送当送びる

移

１２ 第

、
か
ほ

。の

を事

又

年第

文 ２送 は の公移 条

条

る２１

よのの

にそ次

規
会程

もの の成

程平

式
様
号
８１

第の

記そ

別

つ当

に担

求。、

請すは
お

、に

は等

て課 考い部

当

けわ

受合

をい

送問

移

た局け実部

をし務受該

施実機等

実等た施課 し

施
実

日関機に

機施関 た

１書を 内

話話

電電

関
機

理 規名

月のた の 項容し

、
示り

開よ
日に称由 定

っお
あと

のの
求次

請

案
事

様日連 移

ま区
海海

本合

送

実く

たせ

）
係

関
条
８
第

い
お
に。

関い

機さ

施だ

開
て

部

年

等業

定工

決本

示日

月

事
たり

日））

線線

内内

し
つ送
に移

書を
文案

公
通
海、
北で

、の
てた
い

ろ業
ぐ漁

報し
情知
道

通

委
業整
漁調

知

会
会
員

書

月
第年

長 一
八
四

す格

を規

開す
公ま

）
課

）

こ４

る 号日印

例
条。



す ６注

平 備本る不

成 件こ明

十 開とな

四 示に点

年 請なは

三 求り、

北 海

担移会等

の議課

３４５

事を長 送送当送議

移移
た局けお

をし務受に

を

道 公 報

は の公移 た又 し１２ 送

容し 通書を 内 、

文 で送

知

第

第
項

５
年第

２
の

条

号

２
の

そ

月 にま担

十 つす当

五 考い。課

日

送い

移問

、お

はに

て等

金

受わ

を合

曜

たく

けせ

日

施北る

実等たけ し

北だ

海
北

日関道当

機海担 た

局
務

話事話

電会電

議
道

。称由 す

理 ま名

した の

示用
開準

日て
い

お
月に

合の同

様日連求る
請す

１

ま区っ第

海海あ条

本
ろ業公項

ぐ漁た

通
送

移
案

事

に
長
議

会
議。

道い

海さ

お
決規

示業

開工

て本

い日

月
年

定格

文の

課

日））

線線

内内

に

委に定

業整書規

漁調

、、

会てり

会いよ

員つ
お
道と

第年海の
北次

長

開案
公事

月報り
情

書
知

備
５

）

を４

等

意

れす第る

２３４
当
担

理 上てる北

報道に見 記い情海条由

又 北本公開１ 報の

公る

関開条決公 海に件開示
第に

文 情す示例定

は 道

例移

号日条を 印

報る請

記
別

別

第 記

９ 第

号 ８

様 号

式

考

）
等
局
務
事 式

様

電
話

書内報りの

文の情よ書

を出 記開示提 に容公開

さ関例す先

録に条

係書内

－
〒

公情求
係第意

の 開報に条る容

項書

例記る２見名

条が

に

基さ文の」称 に録公

り

きたを定よ

づれ書規
理り

文のよ、

、公次に

つにご

に由、

書

開
の

書
文

公

本合

様日連

示

海海 にま区 係

の係

次関

に条

次９

の第

。
る
え

加
を
式
様

５）

一 内八 線五

年いよ意

）

業
工

本 ）日

示示お

開開を

てり見年

るし

求すき

請を聴月

月

とすま

にあこま日

日が
対でに

のまにので

次り
て別返

おたし、ご

とし

ぐ漁

、紙送

り。

る

漁調
ろ業

意

業整 見

委 照員

会

会
会

書

格
規

月
第年

長

北く

）
４

。

情書い

道文さ

海公だ

号日印



、く

のおて

２なし
載

注
該欄い

、のさ

は２だ

欄

北 海

決見 意
示
対
開意

反
２３

思

道 公 報

書

絡内

連年文
は

公
又

１

先

第

住氏

ま区
海海

本合
日連

漁調所名

ろ業
ぐ漁

号

紙
別

平
成
十
四
年
三

がす、 示障

当で。 開支

る さ

を 理 るを」 る れ方有 あ

囲
囲で

で印
印○ と由○

開支 定

だ場
くだ

でん
ん

れあ

対有さが

に示障 の 月

有
ると分

部 る す無る

会
照

で称 け
付

名 日

の
容 業整

電た
っ

あ
の

の

会そそ

員人人

委法法

様団団

のの

長他他

会の
てて

っっ

ああ

にに

体体

月
十
五公

日

開
の

書
文

金

決
示

曜

定

日に

欄
の
３

、
。は

いに
さ合

に
体規

具業

を工

見本

意日

い

号つ

番に

話件

無

的格 し
答
回
り
お
と
の
次
、
て 所及

務称

事名

、、

はは
の

年業者

事表

は代

又び

地
在）

月所名

の氏

所

書
見

意
る

係

４

当
担備

５６

）

記４

に

示

公開号開開

番

１２３ ま

。
す
ま

を 決決 文示 示

公とこら行で

たのかて

開算不異

文おの起政に
関

の公示し服議に

書り

年

日）

開文決て審申

第
記
別

式
様
号

書定定

話
電

等考

局
務

事

日たす

月し の施 年を実 す

年

称び由日

及理る 名

査立 示書定

に及情

請のに日法てる

示服内基び報

求開不以

れ開

つ決がにづこが

に

る日異に示

い定あ、く

れ

、し場本議基さ

てを

ま立くま

北た合海申づ

道で、ぐて執す

海のは

す停で

情、ころを行の

連

の
け
付
日

月
報通の漁 ま区
海海

本合

様日

関
条
９
第

公

）
係

定
決

示
開

の
書

文

内

日

月

月

年

業
工
本 ）日 線

知開業る止、

第

日

け
付

な了

開し示連こが御

公

定海がさ承

条ま決合と

だ

第。が区でれく

例す
あ漁きな

調すっい

条っ業まかさ

、と

１こ整がた。

第た

示は

のを員開き

項と委
た務実

定っ事を

規知会

委
業整
漁調

ろ業
ぐ漁

に

第年る
す

長関

会に

会
員

月が
報
情

書
知

通
る

係
に

一
八
六

格
規

のにす

よ日局施

号

）
４

記
次日し日

、翌対る

り
れ

号日さ 印

録



５

平 備成
十
四
年
三

北 海

申

問当 議
異諮担

２３４

て
立を事

道 公 報

開で公 公の
報た１ 情し

し
第知書

年例通

文 条、

第 号

第
記

別
式

様
号

第

月
十
五 考日

金

曜

日

電

容日等

内た局

の

し務 の

話

項称 １。
第す名

月条ま
よ

開に
の定

け規
付の

日

連

にの
等次

定、
決り

示

ぐ漁
ま区

海海
本合

様日
ろ業

関
条

審

）
係

問
諮

会
査

月
年

格
規
業
工
本
日

るり
すお

対と

日）
線
内 て報
立情
申道

議海
異北

、会
て査
い審
つ開
に公

会
会

員
委

業整
漁調

北に

月
第年

長

書
知

通

３４５

当
担備

６７

）
４

２う異定決開

非の決る

示 示にち議定

開

問
海諮

を を記、申却）

異う よ報の に１２ 定
道

公

の申示、 文 次議開ち り

号日印

第
記
別

式
様
号

立下の

話
電

等考

局
務

事

めさ示て又理実 求載開

対棄す

たれすには由施
日

報情情す却る

情たる

と書立決異
）報報るす

りにし申 の におて定議

る情人 す開名係た立 関
報実
情を称情報が る示

れと
さこ
録る

記す
が施

区
海海

本合

様日連

たと ま

第

第 条

三 関

者 係

の ）

係
に

て
立

申
議

異

一 内八 線七

公し

日
月

年

業
工

本 ）日

いで
つの

にた
書し
文ま

申ま
議し
異知

、通
て、

調
ろ業
ぐ漁

に
て。

立す

第年

長
会
会

員
委

業整
漁

月

書
知

通
示
開

の
書
文
公

る

格
規

号日印

決
る
す

対

）
４



事

を

当 示
開担備

５６７

施
実

北 海

異定決

うるの決る

３４

、報にち議定

ち情２う
載開立処の

記、申原）

さ示て分理

道 公 報

報の開 日立す１２ 申ま

公異う示 付て。

求 文 第対議非ちを けに
る書立示異め す申開、

決てと議た

第 号

第
記

別
平号
成様

十式

四
年第

三由

話
電

日等考

る局

す

務

更

にたる対変

れすにを の

す報報るす

関情情す

係た立報 号定にし申情
の 非よる情人） でに名

の
示次

開り称情報が

）示
示開

開り
部お

一と

報
情

る
す

関
に

定実
決を

海さ

本合録

様日連記
が

ろ業公

ぐ漁た

ま区れ

海

月条

十関

五異 係

日議 ）

に
て

立
申

金

る
係

曜

文
公

日書

月
年

内

施

格
規
業
工
本 日）日 線

と
たと

しこ
まる

しす
を

の
処た
該し
当ま
、し
が

漁調文
る通
係、
にで
分

て

会い

員つ

委に

業整書

月年

第年

長、

会 書
知

通
示

開
の

）
４

第 ２３４

条の第

条 審 条例条と条
の会条

例第例す例条査

第る第 第

次に例 。 条
条に条条に諮第

第よ第第次問

第 を

９ 事第加

条 え第 案

示示見

移条る三開開意

に例請請書

送を。者条
対第求求の

通第
知

年に提

２

議し
異知

書条す

第

の

公

８ 北告第

と条 条

道の条案す例

海）８事

規情一を移条る第

る
程報部次送例。
の

公をの通第条

を
程

号日月 印

開次よ知

海

道の成北

海次平

北
情と

月報

公り３情

報お年道

規
の
こ

開定

附

は
程
則

平
、

２たの

２り２３のし条

示のの条旨２

項開項項

通通

規を書書をのの

に

ははえ知知

定す面面加

、

る旨、、る）は

する
施び記記別

実及別別。

第

機そ第第記

関の９

が理号号

定由様様号

日る先

にとる条月係出

る、見１公及

よし意第
提に書提

も第書項文び

の

の定記期

と条出規に出

るさ

る第機す録限

すを

会 。

機い

と付施て

条の実れ

、等関る

し与

に）の第

条のう書条２

め第項

のう改２５

例よ
。項お

行改る２に

施に
する書て

関すのい

に正
北、す

道は用

る。面準

公

合記同

連別る

条め
施例

の。条

例る日開

委道

行の

北

関行

に施

連員すに

合

道道す

る関

海北北る 会連連道 区

成

合合北

月
３
年

式式様

る
す
行

施
ら

か
日

公開の

るすのの式

めと
書決査

項。文示審

事る

問

前開に諮

、の定会

は

係通知

各にる通

項示係

よ

定意書に

にる知書

号

のが当

る照より

め見に

三

条続め第

９手定該

第

項に

第事者

を）る

情

し次る

と、す

条は関

り内

８おの

第と報

、の

区８第

海第条

のと容

条

書

調式の

業様項

漁号２

の、

員１は

委の面

整そ
移第

程案記

規事別

会
成通号

平送８

漁

区区合

海海連

公業

業業区

漁漁海

調

調調漁

告整

委

員員整

委委調

整整業

の規

程長会

規会員

会会

。

部の

一千程

一
八
八

のも

の書もう

も会る行

かるすと

ほよとの

のに 。

にる

次す

。

、もるす

知様

条
１

の
次

２

月よの

５にそ

年書式 改部

を葉一
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